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１号土器集中出土土器群
（古墳時代前期）
１０２７～１０３４・１０３６～１０３９（図３０）

６号土坑出土土器群（古墳時代前期）
１０４６・１０４８～１０５０・１０５２・１０５３（図３６）

２号溝状遺構出土かわらけ類（中世）
１０６１・１０６４～１０７９（図４２）



遺構出土土錘類
４００１・４００３～４０２０

包含層出土土錘類
４０２１～４０３６（図６４）

出土獣・魚骨類
（左列２段目は加工痕のある鹿角）
６００１～６００３他
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例　　　言

１ 本書は、横浜市教育委員会の委託により、平成１４年度および平成１５年度に実施した横浜市立杉田小

学校の改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。各年度の委託件名および業務内容は次のと

おりである。

［平成１４年度］

委託件名 杉田小学校改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査業務委託（その１）

業務内容　 既存校舎北側を対象として本発掘調査を実施し、写真撮影・測図作成等の記録業務

を行なう。また、新校舎建設予定地について確認調査を実施し、遺構等の遺存状況・

土層の堆積状況の確認を行なう。

［平成１５年度］

委託件名 杉田小学校改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査業務委託（その２）

業務内容　 前年度に実施した確認調査結果により、新校舎建設予定地を対象に本発掘調査を実

施し、検出された遺構等について写真撮影・実測図作成等の記録業務を行なう。

２ 資料整理・報告書作成作業は、平成１５年１１月１３日から平成１６年３月３１日まで財団法人横浜市ふるさ

と歴史財団　埋蔵文化財センターにおいて実施した。

自然遺物等については、多くのものが未整理の状態にあり、同定・分析を経ていない。これらにつ

いては、機会を得て比較資料等として同定・分析に供したい。

３ 調査組織

（１） 調査主体

財団法人　横浜市ふるさと歴史財団

理事長　　平野邦雄

（２） 調査・資料整理担当

埋蔵文化財センター

所　長 遠藤滋久

調査第二係長 鈴木重信

調査第二係 平子順一・橋本昌幸

財団総務企画課庶務係 中島悦子

調査補助員 川村篤史（鶴見大学）・栗原恵美子・佐藤文子（鶴見大学大学院）・

武田芳雅（國學院大学大学院）・松澤弘三（鶴見大学）・山宮美穂

４ 本書の遺構・遺物挿図の指示は次のとおりである。

○挿図の縮尺

・遺構等　　　　各挿図キャプションに縮尺を示した
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・土器・石器 １／４ ・土器拓影図・土製品　１／３

・銭等拓影図 １／２ ・その他　　　　　　　図面ごとに縮尺を示した

○遺構挿図

・挿図中の方位は全て磁北を示し、水糸レベルは標高を示す。

○遺物挿図

・遺物番号は、４桁の数字で次のように表す。

実測対象土器は上一桁を「１」で表す。 例‥‥１００１

拓本対象土器は上一桁を「２」で表す。 例‥‥２００１

石器・石製品は上一桁を「３」で表す。 例‥‥３００１

土製品は上一桁を「４」で表す。 例‥‥４００１

古銭等金属製品は上一桁を「５」で表す。 例‥‥５００１

鹿角・歯牙等は上一桁を「６」で表す。 例‥‥６００１

・遺物挿図中のスクリーン・トーンの指示は次のとおりである。

―土器の赤彩部分　　 ―破損部分

５ 本書の執筆・編集は、鈴木重信・平子順一が担当した。

６ 遺構写真の撮影は、鈴木重信・平子順一・橋本昌幸が担当した。

遺物写真は、武田芳雅が担当した。

７ 石器等の石質同定は、パリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

人骨の一部の同定については聖マリアンナ医科大学解剖学教室に依頼した。

８ 出土遺物・記録類は、財団法人横浜市ふるさと歴史財団　埋蔵文化財センターが保管している。

９ 発掘調査に際しては、次の諸氏・諸機関のご指導・ご助言・ご協力を賜った。記して深謝の意を表

する（敬称略、五十音順）。

門倉工業株式会社・株式会社　斉藤建設・横浜市立杉田小学校

五十嵐俊雄（パリノ・サーヴェイ株式会社）・劔持輝久（横須賀考古学会）・平田和明（聖マリ

アンナ医科大学解剖学教室）
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杉田東漸寺貝塚遺構全体図（Ｓ=１/５００）
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第１章　遺跡の位置と環境

杉田東漸寺貝塚は、京急杉田駅の北東約０.７㎞、ＪＲ新杉田駅の南西約１㎞に位置する。その絶対位置

は、北緯３５度２２分５６秒、東経１３９度３７分１３秒である。調査地の地籍は、横浜市磯子区杉田一丁目８―１で、

臨済宗「建長寺」の末寺である霊桐山東漸寺の旧寺域内にあたる。同寺は１３０１年（正安３）の開創とさ

れる古刹であり、『新編武蔵風土記稿』巻之七十九「杉田村」の項に「境内、余地、三丁に二丁」と記

されている。盛時には方八町（約７６０,３８４㎡）の寺域を誇ったともいわれる（１）。

本遺跡は、根岸湾に臨む沖積低地に立地し、標高４～５ｍを測る。西側の丘陵地から流れ出る数条の

小河川のうち、河口付近で分流する注入川が形成した三角州上にあたる。１９５９年（昭和３４）以降、臨海

工業地帯造成を目的に埋立工事が進められ、現在では遺跡から海を望むことができない。調査対象地の

北側には「境川」と称される支流が存在する。境川が本遺跡の北端を限るものと考えられる。

横浜市域では海浜部に立地する遺跡の発掘例はほとんどなく、本遺跡の調査は希少な事例に属する。

本遺跡の背後には、西側を大岡川の支流である笹

下川によって画される標高５０～７０ｍの丘陵が北西―

南東方向に連なっている。この付近は、北西から延

びてくる多摩丘陵と南東方向から迫る三浦丘陵とが

接触する地域であり、複雑に開析された丘陵地形を

呈している。この丘陵上には、縄文時代中期の集落

址を主体とする佐藤内遺跡（２）や縄文時代中期の峯

ヶ台貝塚、同後期の森町貝塚（３）、同中期～後・晩期

の杉田貝塚（４）などの貝塚群が知られている。杉田

貝塚と同一丘陵の頂部には、この地域では非常に稀

な縄文時代晩期中葉～後葉の遺物が出土する地点が

存在する。杉田遺跡（５）として学史的にも著名な遺

跡である。弥生時代の遺跡は少ないが、佐藤内遺跡

では弥生時代後期に属する資料が知られている。ま

た、同遺跡の西側崖面（６）および屏風ケ浦小学校（７）

には古墳時代後期の横穴墓が知られている。

註
１　磯子区制５０周年記念事業委員会 １９７８ 『磯子の史話』
２　神沢勇一 １９７１ 「佐藤内遺跡」『神奈川県立博物館発掘調査報告』５
３　西村正衛 １９５４ 「横浜市屏風ケ浦森町貝塚」『日本考古学年報』２
４　西村正衛 １９６１ 「神奈川県横浜市杉田貝塚」『日本考古学年報』９
５　山田仁和 ２００１ 「横浜市磯子区杉田貝塚―縄文時代中期～晩期にわたる貝層―」『第２５回神奈川県遺跡調査・研究発表会発

表要旨』神奈川県考古学会
６　横浜市教育委員会 １９９２ 『横浜市文化財地図』
７　神奈川県 １９７９ 『神奈川県史　資料編２０ 考古資料』

図１　遺跡の位置と周辺の遺跡（Ｓ＝１/２５,０００）
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第２章　調査の経過

第１節　既往の調査

１　遺跡の発見と最初の調査

１９２８年（昭和３）９月、「史的調査の目的を以って東漸寺に至る」に際し、中原小学校（当時）の新

築工事現場にさしかかり、「偶然にも純然たる人為的貝

層に遭遇し」た。これが本遺跡発見の端緒で、発見者は

尾形順一郎と松下胤信の両名である。以後、工事の進捗

に合せ、１０カ月間にわたる数十回の実査が行なわれた。

その成果は、『史前学雑誌』誌上に発表されている（１）。

貝層については、図２の「Ａ点よりＢ点に至る四十米に

して断続的に消滅し、遂に包含層近く全く其影を没する」

とあり、西側のＢ点は遺物包含層が認められるが、貝層の

分布が及んでいないことが窺える。貝層の形成時期につ

いては明言されていないが、土層堆積と遺物出土状況の

観察から、弥生時代と判断しているようである。

２　東漸寺釈迦堂の修理に伴う調査

１９７１年（昭和４６）、神奈川県指定文化財となった東漸寺釈迦堂の修理（２）が開始され、これに伴い、そ

の翌年に釈迦堂基壇付近および本堂隣接地の発掘調査が実施された（３）。調査は数カ所に設定した小規模

なトレンチ調査で、土層断面と遺物の出土状況の相関関係が観察・記録された。深さ約１ｍを掘削した

Ｃトレンチの所見により、土層は１～５層に分層された。要約するとおよそ次のようである。

第１層：埋土の混じる撹乱された層。

第２層：層厚約３０㎝の黒褐色土層で、下位約１０㎝位の層位に比較的多量の遺物を含むが、鬼高式・五

領式の土師器が混在し、貝片・小魚骨も含まれる。

第３層：層厚約１０㎝の黒色土で、有機質を含む混貝土層をなす。貝層（第４層）を薄く覆うように堆

積する。遺物の量もやや多く大形土器片も出土する。土器片は五領式か前野町式が多い。

第４層：厚い部分の層厚約３０㎝で不規則に堆積する純貝層。中位では五領式か前野町式の土器片がわ

ずかに含まれる。魚骨等の量は割合多い。下部は混貝砂層で土器片が少量検出される程度。

第５層：鉄分を多含する黄褐色砂層で、無遺物層。湧水を見る。

以上の観察結果により、貝層を覆う黒色土（第３層）および貝層上部に弥生時代末～古墳時代前期の

遺物包含層の存在が明確にされた。貝層の形成時期についてもこれに近い時期と判断されたといえる。

註

１　尾形順一郎・松下胤信 １９３０ 「横浜市杉田東漸寺貝塚の研究（１）～（３）」『史前学雑誌』第２巻第１・２・６号　史前学会

２　関口欣也 １９７１ 「東漸寺釈迦堂」『神奈川県文化財図鑑　補遺編』神奈川県教育委員会

３　川上久夫・塚田明治・劔持輝久 １９７７ 「横浜市東漸寺貝塚の調査」『横須賀考古学会年報』№２０

図２　１９２８～１９２９年調査時概略図
註１文献『史前学雑誌』第２巻第２号より
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第２節　校舎改築に伴う調査

１　横浜市教育委員会による試掘確認調査

２００１年（平成１３）８月３０日、横浜市教育委員会文化財課による試掘確認調査が実施された。既存校舎

の北側を対象とする調査で、小規模なトレンチ５区を設定して調査した。この結果、北東部に設定した

トレンチ２区から貝層が検出され、遺物包含層の遺存も確認された。

２　平成１４年度の調査（図３）

前年度の試掘確認調査の結果を受けて、平成１４年度に事業地内北東部の本発掘調査（第１次本発掘調

査）と新校舎建設予定地の確認調査を実施することとなった。以下が本報告書に係る調査経過である。

なお、校舎改築工事と発掘調査との工程計画のあらましは、次のとおりである。

平成１４年度　第１次本発掘調査（既存校舎基礎撤去時の防震施設設置部分）→仮設校舎建設・既存校舎

解体工事→新校舎建設部分の確認調査

平成１５年度　確認調査の結果により第２次本発掘調査→防震施設設置工事→既存校舎基礎撤去工事→新

校舎建設工事

（１）第１次本発掘調査

調査対象地が狭長な上、既存校舎の解体工事に先行して発掘調査を実施する関係で、掘削土の仮置き

場を十分確保できない状況にあった。調査にあたっては、長さ４～６ｍを１区として５区に分割し、１

区ずつ埋め戻しながら作業を進めることとした。さらに、校舎に沿って敷設されているガス・水道等の

埋設管の存在により、調査区の幅が狭められ、結果としてトレンチ調査に類するものとなった。

西側を「１区」とし、順次東側へと調査を進めることとした。平成１４年９月１０日に準備作業を開始し、

１２日に１区の調査に着手した。途中、埋設管の存在が障害となり、調査が難航する場面もあったが、１０

月１５日までに現地作業をほぼ終了し、１８日にすべての撤収を終了した。調査実施面積は約６０㎡であっ

た。

（２）確認調査

既存校舎本体部分の解体工事終了後、新校舎建設予定地約１,４００㎡を対象として確認調査を実施した。

幅２ｍ、長さ４～８ｍの調査区１４区を設定し、平成１５年３月３日～１７日の期間で実施した。南西部の１

～３トレンチの掘削から着手し、次いで解体した校舎の基礎部分を西側の４トレンチから東側の９トレ

写真１　第１次調査前近景（北東より） 写真２　第１次１区掘削風景（西より）
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図３　第１次本発掘調査区・確認調査トレンチ配置図（Ｓ=１/５００）
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図４　本発掘調査　調査区全体図（Ｓ=１/６００）

ンチに向って順次掘削し、基礎部分の終了後に旧校舎南側の校庭部分を同じく西側の１０トレンチから東

側の１４トレンチに向って調査を進めた。最後に、基礎部分の１５・１６トレンチおよび１１トレンチ拡張区を

追加して掘削し、調査を終了した。調査実施面積は、１７７㎡であった。

３　平成１５年度の調査

確認調査の結果により、新築校舎部分約１,４００㎡を対象として本発掘調査を実施することとなった。調

査にあたっては、調査区全域をカバーするように８ｍ四方の大調査区を設定し、南北方向を北から「Ａ・
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Ｂ・Ｃ‥‥」とアルファベット大文字で、東西方向を東から算用数字で表すこととした。また、各大調

査区を２ｍ四方で１６分割し、同様に南北方向を北から「ａ・ｂ・ｃ‥‥」とアルファベット小文字で、東西

方向を東から算用数字で表すこととした（図４）。

調査を進めるにあたっては、掘削土を場内で処理することとし、仮置き場を確保しつつ実施する必要

があった。そのため、「Ｌ」字を呈する調査範囲の南西部から調査に着手し、終了部分を埋め戻して掘

削土の仮置き場を確保することとした。南西部の調査終了後、解体校舎（旧校舎）の基礎部分を順次西

から東へと進め、さらに旧校舎南側の旧校庭部分の表土除去作業を東から西に向って折り返すこととし

た。この部分の遺構調査は、表土除去作業とは逆に、西から東へと進めることとした。

調査は、４月３日に調査区の設定作業を行ない、翌４日から調査区南西部の表土除去作業に着手した。

４月２３日に至って人骨が出土し、墓地の存在が明らかとなった。この部分は、確認調査の際に防護壁が

敷設されており、試掘不能なエリアに相当し、本発掘調査に予想外の時間を要することとなった。５月

１６日に、墓地の主要部の調査を終了し、解体校舎の基礎部分の調査に着手した。基礎枠内を１区ずつ表

土除去、遺構確認、遺構調査、記録作業を繰り返し、確認調査時に貝層が検出されていた部分を除き、

６月１６日まで要した。その後、旧校庭部分の表土除去作業・貝層の調査・検出遺構の調査を進め、７月

２３日に現地作業を終了した。

なお、調査期間中６月２３日と２７日に、杉田小学校の全校生徒・教職員、保護者・地域の方々を対象と

する見学の機会を設けた。保護者・地域の方々には、２７日の午後の時間帯で実施し、約１００人が参加し

た。

写真３　確認調査調査前近景（西南西より） 写真４　南西部確認調査調査前近景（北西より）

写真５　遺跡見学会のようす１（事前説明） 写真６　遺跡見学会のようす２（調査現場の見学）
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第３章　発掘調査の結果

第１節　遺跡の基本層序

調査地の地表面での標高は、ほぼ３.８～４ｍを測る。全域にわたって整地されており、最上層は、これ

に伴う盛り土（撹乱土）であった。一方、基盤をなす砂層上面の標高は、調査区西側でおよそ３.５ｍ、東

側で２.４ｍを測り、約１ｍの比高差をもって西側が高く、東側が低い。調査区北西隅部付近では、整地層

直下が砂層であり、遺物包含層は遺存しなかった。したがって、整地層の層厚は西側が薄く東側が厚い。

また、遺物包含層は、東側ほど遺存状況が良好であった。

遺構の確認面は、中世以降の墓地がⅡ層中であったのを除き、その他はいずれも砂層上面であった。

以下に、本遺跡の基本土層について説明する。

Ⅰ層：黒色土　砂利等を多含する盛り土層。層厚は、場所により異なる。粘性弱く、校庭部分は硬質。

色調明るい。

Ⅱ層：黒色土　層厚約３０㎝の旧表土層。細粒・軟質で、粘性の弱い土質。場所により上下２層に分層

が可能。墓地部分においては、原位置を止めない人骨の混入が認められる。ａ層は層厚１５～２０㎝の黒褐

色に近い色調を呈する。黄色粒をやや多く、赤褐

色粒を少量含む。旧校庭部分では、上部が填圧さ

れ硬く締まっている。ｂ層は、ａ層同様層厚１５

～２０㎝を測る。ａ層よりさらに粘性弱く軟質で、

黒色味がより強い。黒色スコリアをやや多く、赤

褐色粒を少量含む。

Ⅲ層：黒色土　層厚約２０～３０㎝を測り、Ⅱ層よ

り黒色味が強い。細粒・軟質（Ⅱ層よりやや硬

質）で、黒色スコリアを多く、微細な黄白色粒少

量、赤褐色粒を微量含む。部分的に混土貝層とし

て存在し、また、貝層を覆っている。古墳時代前

期を主体とする遺物包含層である。場所により灰

黒色を呈する極軟質な砂質土（Ⅲｂ層＝Ⅳ層との

漸移的な層）として存在する。遺物はほとんど伴

わないが、微量の摩耗した縄文土器片の出土が確

認されている。

Ⅳ層：基盤をなす砂層以下を一括する。砂層は

灰黄褐色を呈するが、部分的に褐色味の強い場所

も存在する。上部に自然貝層が存在する部分もあり、当初Ⅲ層中の人為的な貝層との判別が困難であっ

た。調査区北東部の１-１号溝状遺構壁面の観察では、層厚約４０㎝の砂層下に約２０㎝の混砂・シルト岩

自然貝層、１０㎝の混破砕貝灰黒色砂層、１０㎝のシルト岩層、２５㎝の混シルト岩自然貝層、混貝シルト

岩層の堆積が観察されている。

 

図５　土層模式図（Ｓ=１/２０）
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第２節　第１次本発掘調査の結果

５区に分割し、西側を「１区」として、順次埋め戻しながら調査を実施した。調査区が狭い上に、校

舎と平行する埋設管が存在したため、調査可能範囲がさらに限定された。貝層１カ所、井戸状遺構１基、

溝状遺構１条が検出された。検出遺構はすべて部分的な調査にとどまり、完掘されたものはない。

１区では、層厚約６５㎝の客土層（Ⅰ層）下に１０㎝程の旧表土層（Ⅱ層）を介して３０㎝程度の厚さでⅢ

層相当層が認められた。調査区北西端部付近の砂層（Ⅳ層）上面の標高は、およそ２.６ｍである。西端部

で深さ約１０㎝の黒色土の落ち込みの一部が検出されたが、出土遺物もなく遺構と認定できなかった。

２区から３区にかけて、Ⅲ層中より貝層が検出された。下部はⅣ層にほぼ接しており、約３０㎝の堆積

が認められた。３区北東端部でのⅣ層上面の標高は２.３ｍを測る。

４・５区では遺構が検出されなかった。４区では、砂層を掘り込むゴミ穴や北西―南東方向の土管埋

設溝などの撹乱が存在した。この部分の客土層は約１ｍに及ぶ。Ⅳ層上面の標高は２.３ｍ程である。

１　１-Ａ貝層（図７、写真７～９）

２区東端部から３区で検出された。東西約４.５ｍの広がりを有し、西端部は１-１号溝状遺構に切られて

いる。Ⅲ層が貝層を覆い、貝層は５層に分層される。１層は、貝の密度が高く、破損度の低い貝を多く

含む。２層は、破砕貝を主体とする混貝土層で、砂を多く含んでいた。３層は、灰色味を帯びた破砕貝

層で、砂を含んでいる。上面は明瞭な面を形成し、人為的に踏みならされた可能性が考えられる。４層

は、２層に類似した混貝砂層で、上面は３層から連続する面を形成している。５層は、軟質灰褐色砂層

に破砕貝を混入する混貝砂層である。

図６　第１次本発掘調査区全体図（Ｓ=１/２００）

写真７　１-Ａ貝層検出状況（北東より） 写真８　１-Ａ貝層貝層断面（北より）
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図７　１-Ａ貝層実測図（Ｓ=１/６０）

以上のうち、破砕貝を含む３層以下は、自然堆積

層の可能性が高く、１・２層が人為的に形成された

貝層と考えられる。貝種は、ハマグリを主体とし、

アサリ・シオフキガイ・アカニシ・キサゴ・ウミニ

ナなどが見られる。

出土遺物は微量で、２００１～２００３の３点の土器片を

図示し得るのみであった（図９）。２００１は壺胴部下半

の破片、２００２と２００３はハケ目調整甕の頸部破片であ

る。いずれも古墳時代前期に属するものであり、貝

層の形成時期もこの時期に比定される。

２　１号井戸状遺構（図８、写真１０～１２）

１区東端部から２区西端部にかけて位置する。南側はガス管等の埋設管により、調査不能であった。

調査区境界部に存在することから、調査は２分割し

て実施した。確認面はⅢｂ層上面である。覆土は細

粒、軟質で粘性の弱い黒色土を主体とする自然堆積

土であった。掘り込み面は、Ⅲ層より上位にあるも

のと考えられるが、土層断面の観察では明確にでき

なかった。やや不整な隅円方形を呈するものと推定

される。規模は、東西上端で３.１ｍ、同下端で１.４ｍ、

深さ０.８６ｍを測る。底面では湧水が見られた。その

性格は明らかでないが、井戸状の遺構と推定した。

出土遺物（図９）は少量あり、１００１のかわらけ、

写真９　１-Ａ貝層出土の貝

写真１０ 第１次１区掘削後全景（南西より）
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２００４のＳ字状口縁台付甕口縁部、２００５・２００６の陶器甕胴部片を図示した。２００４は混入品で、２００６は

常滑焼と思われる。これらの出土遺物と覆土から、本址の所産時期は中世に属するものと考えられる。

３　１-１号溝状遺構（図８、写真１３～１５）

本址は、２区東端部に位置する北北西―南南東の走行方向を示す溝状の遺構である。長さ約１.８ｍが調

査可能であったに過ぎない。確認面はⅢｂ層上面であったが、土層断面の観察によりⅢａ層上面より上

から掘り込まれていることが確認された。覆土は、細粒、軟質で粘性に乏しい黒褐色土を主体とする自

然堆積土と観察された。

規模は、上端の幅１.４～１.５ｍ、下端の幅０.５ｍ、確

認面からの深さ約１.５ｍを測る。底面は、標高約１.４５

ｍで、破砕貝混じりのシルト岩層に達し、湧水を見

る。南側は埋設管に阻まれ、底面まで掘り上げるこ

とができなかったため、そのレベルは不明であるが、

排水溝としての機能をもっていたと考えられる。

出土遺物（図９）は少なく、大半が混入品と考え

られる。１００２と２０１０～２０１２は、中世に属するもの

写真１１ １-１号井戸状遺構（北東より） 写真１２ １-１号井戸状遺構東側部分（北東より）

写真１３ 第１次２区上部掘削後全景（南西より）

写真１４ 第１次２区下部掘削後（南西より） 写真１５ １-１号溝状遺構（東より）
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で、１００２と２０１０・２０１１はかわらけ、２００７は古墳時代前期の甕口縁部、２００８は土師器坏口縁部破片で、

内面に縦方向の浅く細い線刻がある。２００９は須恵器甕の肩部破片で、白斑が認められる。２０１２は須恵

器甕の胴部破片である。４００１は、管状土錘で一部を欠く。重量は残存部で２.１ｇを測る。これらの遺物

と覆土から、中世以降の所産と考えられる。

４　包含層出土の遺物（図１０）

包含層出土の遺物は、総体的に少なく、細片が多い。古墳時代前期および中世の土器・陶磁器を主体

としている。表土層ないし撹乱土より現代の磁器類、４区のⅡ層（旧表土層）中で「ＫＯＫＵＥＫＩＭ

ＡＣＨ」銘のある金属製マッチ入れの残欠品１点が出土している。これらについては割愛した。

１区出土遺物は、１００３・２０１３～２０１７が古墳時代前期に比定されるもので、１００３が口唇部を欠く手

捏の小型鉢形土器、２０１３が内外面に赤彩が施される複合口縁壷形土器の頸部、２０１４が壺形土器の胴部

図８　１-１号井戸状遺構・１-１号溝状遺構実測図（Ｓ=１/６０）
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図９　第１次本発掘調査遺構出土遺物実測図

写真１６ 第１次４区掘削状況（南西より） 写真１７ 第１次５区掘削状況（東北東より）
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図１０ 第１次本発掘調査包含層出土遺物実測図
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破片、２０１５・２０１６が甕形土器口縁部破片、２０１７が胴部破片である。中世の遺物は、１００４・２０１８のか

わらけ、２０１９～２０２１の陶器がある。１００４は、復原口径８㎝、底径５.４㎝、器高１.５㎝の小型品である。

陶器はいずれも壺ないし甕の胴部破片で、２０１９は須恵器の可能性もある。２０２０は常滑焼であろう。

２区出土遺物は、破片資料４点を図示した。２０２２は壷形土器肩部破片で、赤彩されている。２０２３は

高坏脚部破片で、外面に赤彩が施されている。以上の２点は、古墳時代前期に属するものである。２０２４

は、かわらけ底部破片、２０２５は常滑焼壺形土器口縁部破片である。

３区出土遺物は、古墳時代前期に属する破片２点のみ図示した。２０２６は小型精製壷形土器胴部破片で、

内外面に赤彩が施されている。２０２７は甕形土器頸部破片である。いずれも表土層からの出土である。

４区出土遺物は、いずれも表土層から出土した３点を図示した。１００５は高台付青磁碗の底部破片であ

る。見込み部中央に「吉」の字を配し、矢印状文を四方に描き、その外周に唐草文が配されている。

２０２８と２０２９はハケ目調整の甕形土器口縁部、および肩部から胴上部の破片である。

５区出土遺物は、４点を図示した。２０３０はかわらけ底部破片で、外面にスノコ痕が認められる。

２０３１は壺形土器頸基部破片で、ハケによる疑似縄文風の刻みを伴う隆帯が巡らされている。２９３２は外

面ハケ目調整の甕形土器胴部片で、内面に輪積み痕が認められる。この２点は古墳時代前期に比定され、

２０３１は東海系土器であろう。２０３３は平安時代の須恵器坏の破片で、底部外面は回転糸切り痕がある。

第３節　確認調査の結果

トレンチ（以下、「Ｔ」と表記）法による調査の結果、全域に撹乱が及んでいるが、遺物包含層は調

査区東側で比較的良好に遺存することが判明した。また、１２Ｔと１６Ｔを結ぶラインのほぼ東側に貝層が

存在すること、遺構は中世のものも存在することが明らかになった。結果については、表１にまとめる。

トレンチ番

１Ｔ

２Ｔ

３Ｔ

４Ｔ

５Ｔ

６Ｔ

７Ｔ

８Ｔ

９Ｔ

１０Ｔ

１１Ｔ

１１Ｔ拡張区

１２Ｔ

１３Ｔ

１４Ｔ

１５Ｔ

１６Ｔ

２×８

２×８

２×６

２×４

２×４

２×４

２×４

２×４

２×４

２×６

２×６

３×３

２×６

２×６

２×６

２×４

２×４

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅰ層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅲ層

Ⅰ層

Ⅲ～Ⅳ層

Ⅳ層

Ⅲ層

６３

６３

６３

２４

９１

７０

５３～７５

９０

８５

５５～７０

３０～６８

３２

７３

１４０～１６０

１００

４４

５２

中世の掘り込みおよび近世以降の方形状掘り込み。

中世以降の掘り込み１。

中世の溝状遺構１。

中世以降の溝状遺構または落込み１。

なし。包含層も遺存しない。

黒色土を覆土とする落込み１。

黒色土を覆土とする落込み１。

ほぼ全面旧校舎のコンクリート基礎。

なし。

なし。

中世の土坑１、古墳時代前期のピット状落込み３。
１穴に大型土器破片。南側の撹乱著しい。

Ⅲ層中に貝層１（２層あるか？）。

８Ｔから続く旧校舎の基礎。南端部はⅢ層が遺存。

北東半部にⅢ層（混貝土層）が遺存。

中世以降の黒色土の落込み１。

Ⅲ層中に貝層あり。

古式土師器、かわらけ

古式土師器、中世の土器片

古式土師器、中世の土器片

古式土師器、中世の土器片少

古式土師器、中世の土器片

古式土師器、中世の土器片

古式土師器、中世の土器片

撹乱土より土器片少

古式土師器、中世の土器片

古式土師器、中世の土器片

古式土師器・土錘、中世の土
器片。

古式土師器、中世の土器片

土器片少

古式土師器・中世の土器片

古式土師器・中世の土器片

古式土師器・中世の土器片少

長　さ
（ｍ）

確認面
掘削深度
（㎝）

検出された遺構 出土遺物

表１　確認調査結果一覧
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写真１８ １Ｔ東壁土層断面（西より） 写真１９ ３Ｔ溝状遺構検出状況（北より）

図１１ 確認調査トレンチ出土遺物実測図１
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出土遺物は、古墳時代前期と中世に属する土器類を主体とし、古墳時代後期～平安時代に属するもの

が少量、弥生時代後期および縄文時代に属するものが微量存在する。縄文土器はいずれも摩耗が著しく、

波に洗われていたものと推定される。４・８・１３・１６Ｔの出土遺物は図示しうるものがなかった。

１Ｔ出土遺物は、６点を図示した。２０３４は壷形土器底部破片で、内面ハケ目調整、外面ナデ調整が施

されている。２０３５は甕形土器口縁部破片で、口唇部に面を有する。以上の２点は古墳時代前期に属する

ものである。２０３６と２０３７はかわらけ底部破片、２０３８と２０３９は中世陶器甕形土器の胴上半部破片で、

２０３８の外面にはスタンプ文が認められる。瀬戸・美濃系と考えられる。いずれも表土層出土である。

２Ｔ出土遺物は、表土層出土の２点を図示した。１００６は精製の坩形土器で、外面に赤彩が施されてい

図１２ 確認調査トレンチ出土遺物実測図２
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る。４００２は動物形土製品と考えられるもので、長さ

７.６㎝を測る。図の左側の両脇に耳のような突起があ

り、顔に相当する部分を欠いている。その反対側の

上部には尻尾とみられる突起がある。足は一部を欠

くが、折り曲げられて表現されている。かがんだポ

ーズをとる犬あるいは猪の類いと思われる。

３Ｔ出土遺物は、２０４０の壷形土器口縁部破片、

２０４１・２０４３の甕形土器口縁部破片が古墳時代前期に

属するものである。２０４２は須恵器甕胴部破片で、平

安時代のものと考えられる。２０４４・２０４５は、かわら

図１３ 確認調査トレンチ出土遺物実測図３

写真２０ ４００２展開写真
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図１４ 確認調査トレンチ出土遺物実測図４

け底部破片である。４００３は管状土錘である。一方の先端部の一部を欠く。残存長４.２㎝、外径１.２㎝、

重量７.０ｇを測る。表土層の出土で、所属時期を特定できない。このほか、緑釉陶器皿の細片１点がある。

６Ｔ出土遺物は僅少であり、２点のかわらけ片（２０４６・２０４７）のみ図示した。

７Ｔ出土遺物は、５点を図示した。１００７は精製小型器台で、外面に赤彩が施されている。口径７.６㎝、

脚端部径９.７㎝、器高７.９㎝を測る。表土層からの出土である。２０４８は従位の沈線が見られる後期縄文土

器片である。２０４９はアミ目状文が施される後期弥生土器壺の肩部破片である。２０５０は甕形土器口縁部

破片である。２０５１はかわらけ底部破片、以上のうち、１００７と２０５０が古墳時代前期に比定される。

９Ｔ出土遺物は、２０５２の須恵器甕胴部破片のみを図示した。表土層出土である。外面に平行叩き目、

内面当て具痕が残されている。胎土には白色海綿体骨針が含まれ、断面の色調はセピア色を呈する。古

墳時代後期に比定される。

１０Ｔ出土遺物は、２０５３の短頸広口壺ないし鉢形土器口縁部破片１点のみ図示した。色調は淡黄褐色を

呈し、胎土には粗砂・細礫が目立つ。表土層の出土である。

１１Ｔ出土遺物は、１００８が完形のかわらけで、トレンチ壁面の崩落土から出土である。口径７.８㎝、底

径４.４㎝、器高１.８㎝小型品で、底部外面に回転糸切り痕が残されている。２０５４は壷形土器口頸部破片で、

口唇部外面がヨコナデ調整されている。２０５５と２０５６は甕形土器口頸部破片で、２０５６の口唇部外面に刻

み目が施されている。２０５７は小型短頸坩の口縁部から胴部の破片で、内外面に赤彩が施されている。

２０５８は須恵器甕胴部破片である。外面に平行叩き目、内面ナデ調整が施されている。２０５９は常滑焼と

みられる鉢の口縁部破片である。４００４は球状土錘で径３.２㎝、重量３４.４ｇを測る。表土層の出土である。

１２Ｔ出土遺物は比較的多く、図示可能なものもやや多い。１００９は推定口径１２.５㎝、同底径７.６㎝、器高
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３.３㎝を測るかわらけで、底部外面に回転糸切り痕を残す。１０１０と１０１１は常滑焼とみられる甕の口縁部

破片である。１０１２は瀬戸・美濃系の盤である。２０６０は口縁部内面に羽状縄文を施す折返し口縁壷形土

器で、弥生時代後期に属するものである。出土層位はⅢ層下部である。２０６１と２０６２は比較的小型の壷

形土器口縁部破片、２０６３は同底部破片である。２０６４と２０６５は甕形土器口縁部破片である。これらはⅢ

層下部から出土したものである。２０６６は須恵器壺底部破片で、平安時代に属すものと思われる。２０６７

と２０６８はかわらけ底部破片である。３００１はチャート製の石鏃で、Ⅲ層下部からの出土である。長さ３.４

㎝、幅２.２㎝、重量７.５ｇを測る。４００５は筒形を呈する管状土錘で、Ⅲ層下部からの出土。長さ・径とも

４.４㎝、重量１００.１ｇを測る。

１４Ｔ出土遺物は、７点の土器を図示した。１０１３は表土層から出土した頸部以上を欠く小型壷形土器で

ある。２０６９は５段の横位半截竹管刺突文が見られる薄手の縄文土器片で、前期北白川Ⅱ式に比定され

る。表土層からの出土で、摩耗著しい。２０７０は薄手のつくりの小型壷形土器胴下半から底部にかけての

破片で、胴部外面に赤彩の痕跡がある。５０７１は口唇部に刻み目のある甕形土器口縁部破片である。いず

れも表土層出土。２０７２は須恵器甕口縁部破片で、胎土は緻密、焼成も良好である。Ⅲ層上部より出土。

東海地方産であろう。２０７３はかわらけで、器高１.６㎝の小型品である。２０７４は陶器壺口頸部破片である。

頸基部に横位の沈線が認められる。瀬戸・美濃系と思われる。

１５Ｔ出土遺物は、表土層から出土したかわらけ２点と球状土錘１点を図示した。１０１４は口径１３.２㎝、

底径８.２㎝、器高３.５㎝を測り、１０１５は推定口径１１.４㎝、器高２.６㎝を測る。胎土には白色海綿体骨針が含

まれる。１０１４の底部外面には回転糸切り痕とスノコ痕が残る。４００６はほぼ完形品で、長さ３.９㎝、径４.２

㎝、重量７７.４ｇを測る。

写真２１ ６・１１・１５Ｔ掘削状況（南南東より） 写真２２ １６Ｔ貝層検出状況（北西より）
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第４節　第２次本発掘調査の結果

第１項　古墳時代前期の遺構と遺物

該期の遺構には、貝層・竪穴住居址・溝状遺構・土坑・炉址などがある。これらは、撹乱によりかな

り断片的な状況で検出されており、性格が明らかでないものが多い。竪穴住居址と判断されたものは１

軒のみであるが、海浜部に存在する遺構として注目されるものであろう。

Ａ　貝層と出土遺物

貝層はＡ４区東半部とＣ５区を結ぶラインより東側に分布し、１-Ａ貝層とＡ・Ｉ～Ｋ貝層とＣ～Ｈ貝

層の３ブロックに大別できる。それぞれのブロックは撹乱等により分断されており、小ブロックごとに

図１５ 貝層分布図（Ｓ=１/２００）
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調査を進めた。当初、Ｂ５区南西部に存在した貝層を「Ｂ貝層」として調査したが、自然貝層と判断さ

れたため、欠番としている（写真２３・２４）。また、Ｂ６・７区境界部付近およびＤ６区東側の調査区境

付近でも自然貝層が確認されている。これらには遺物を伴っていない。

貝層の厚さは総体的に薄く、伴出遺物も少なかった。貝種は、ハマグリ・シオフキガイを主体とし、

サルボウ・マガキ・アカニシ・ツメタガイ・キサゴ・ウミニナなどがあり、稀にアワビが含まれていた。

・Ａ貝層（図１６、写真２５～２９）

Ｂ５区東半部に位置し、小さな２つのブロックとして存在する。南北を旧校舎の基礎工事の際に破壊

されている。東側のブロックをＡ-１貝層、西側のブ

ロックをＡ-２貝層とした。Ａ-２貝層は遺存状態が極

めて悪い。ともに破砕貝を多含するⅣ層上に形成さ

れている。

Ａ-１貝層は、東西１.５ｍ、南北１.１ｍの範囲に遺存す

る。貝層の厚さは約１０㎝で、Ⅲ層を混じえる。Ⅳ層

との間にⅢ層を主体とし、細かな破砕貝を混入する

写真２３ Ｂ貝層検出状況（北西より）
溝状に掘られた旧校舎の基礎により分断されている。

当初人為的に形成された貝層として調査した。

写真２４ Ｂ貝層断面（北東より）
砂混じりの破砕貝層に挟まれてハマグリを主体とす

る自然貝層がある。砂層上面より盛り上がり、Ⅲ層に
覆われている。

写真２５ Ａ貝層検出状況（東より） 図１６ Ａ貝層実測図（Ｓ=１/６０）
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写真２６ Ａ１貝層検出状況（東より）

写真２８ Ａ２貝層検出状況（東より）

写真２７ Ａ１貝層断面（北西より）

写真２９ Ａ２貝層断面（北東より）

厚さ５㎝程の層が介在する。この層は、Ｂ貝層では認められなかった。貝種は、ハマグリ・シオフキガ

イを主体にオキシジミ・ツメタガイ・オオヘビガイなどが含まれていた。Ａ-２貝層は、東西１.５ｍ、南

北０.５ｍの範囲に遺存する。土層の堆積状況はＡ-１貝層と同様で、貝種も大差がなかった。

出土遺物は僅少で、Ａ-１貝層では数点の土器片と自然礫、Ａ-２貝層では土器細片一点が出土したに

過ぎなかった。Ａ-１貝層から出土した２０７５の１点のみ図示した（図１８）。内外面ともナデ調整が施され

た甕形土器胴部破片で、胎土には粗砂が多量に混入する。色調は外面が暗褐色、内面が灰褐色を呈する。

焼成は普通である。本貝層は、出土遺物から古墳時代前期に形成されたものと考えられる。

・Ｃ～Ｈ貝層（図１７～１９、写真３０～３８）

Ｃ３・４区に位置する。旧校舎の基礎工事等の撹乱により分断されており、本来の広がりは明らかで

ない。Ｄ貝層とした部分には４号土坑が存在し、貝層が覆っている点から４号土坑が旧い。また、Ｇ・

Ｈ貝層とした部分では、貝層下にⅢ層相当の黒色土の落ち込み（１・３号落ち込み）が存在した。

Ｃ貝層は、南北０.５５ｍ、東西０.８ｍ程の範囲で検出された。層厚１０～１５㎝程度の混貝土層として存在す

る。貝種はハマグリ・シオフキガイを主体とし、キサゴなどが混入していた。出土遺物は皆無であった。

Ｄ貝層はＣ貝層の北側１.５ｍに位置し、両者の間に旧校舎の基礎工事に伴う溝状の撹乱が存在する。南

北２.５ｍ、東西２.０ｍの範囲に遺存する。混貝土層として存在し、層厚は５～８㎝と薄い。貝種はハマグリ・

シオフキガイを主体とし、サルボウ・カガミガイ・イタボガキ・キサゴ・アカニシ・ウミニナなどが見
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図１７ Ｃ～Ｈ貝層実測図（Ｓ=１/６０）
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写真３１ Ｄ貝層検出状況（北北東より）

写真３０ Ｃ～Ｈ貝層検出状況（北東より）

写真３３ Ｄ貝層断面（北東より）

写真３２ Ｄ～Ｆ貝層検出状況（西より）

写真３４ Ｅ貝層断面（東より）
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られる。

出土遺物は、復原可能なもの１点と２点の破片資料を図示した。１０１６は推定口径９.１㎝、胴部径１４㎝、

残存部器高１５.１㎝の小形甕形土器である。２０７６と２０７７はハケ目調整の見られる壷形土器肩部破片で、

２０７６の内面調整のナデはやや雑である。胎土にはともに粗砂粒を多含し、焼成は良好である。

Ｅ貝層は、Ｃ貝層の北西約１.７ｍ、Ｄ貝層の南西約１ｍに位置し、それぞれ撹乱によって隔てられてい

る。貝層の範囲は、南北約１.５ｍ、東西約１.３ｍである。貝層は混貝土層として存在し、層厚は１０㎝程を

測る。貝種はＤ貝層とほぼ同様である。

出土遺物は、２点を図示した。２０７８は小形壷形土器肩部破片で、外面縦方向のナデ、内面横方向のヘ

ラナデ調整が施されている。胎土には微砂粒を多含し、焼成は普通である。２０７９はハケ目調整の甕形土

器口頸部破片で、口縁部外面はヨコナデ調整後口唇部に刻みが施されている。内面はハケ目調整後、乾

燥が進んだ段階での横方向のナデ仕上げが施されている。焼成は良好である。

Ｆ貝層は、Ｅ貝層の北０.３ｍに位置する。南北約０.７ｍ、東西約０.３５ｍの範囲に小ブロック状として存在

する。本貝層も層厚１０㎝程度の混土貝層で、貝種もハマグリ・シオフキガイを主体とする点など、Ｃ～

Ｅ貝層とほぼ同様である。

出土遺物は、２０８０の甕形土器胴部破片１点のみを図示し得た。外面やや粗いハケ目調整、内面ナデ

調整が施されている。色調は暗灰褐色を呈し、焼成は普通である。

Ｇ・Ｈ貝層はＣ４区に位置する。Ｇ貝層は、Ｅ貝層の西約０.５ｍ離れて位置する。南北を旧校舎の基礎

により破壊されている。南北２.５ｍ、東西２.８ｍの範囲に幅１.２～１.５ｍの北西―南東方向の帯状をなして遺

図１８ Ａ～Ｆ貝層出土遺物実測図
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存する。貝層は混貝土層として存在し、層厚は２０～２５㎝を測る。西側はⅣ層が若干落ち込んでいる。貝

種および組成はＣ～Ｆ貝層とほぼ同様である。

Ｇ貝層の出土遺物（図１９）は、他の地点より多く出土した。１０１７は壷形土器肩部から胴中位のかけて

の大形破片である。最大径は胴部中位にあり、２０.７㎝を測る。外面は縦方向のミガキ、内面はハケ目調

整後ナデ仕上げが施されている。１０１８と１０１９はハケ目調整甕形土器の大形破片である。１０１８は頸部が

短く、「くの字」に外反する。口径２１.２㎝、胴部最大径２８㎝を測る。１０１９は頸部が直立し、口唇部で外

反する。口径１９.４㎝を測る。２０８１は折返し口縁小形広口壺ないし鉢形土器の口縁部破片である。内外面

ともヨコナデが施されている。２０８２と２０８３はハケ目調整の見られる甕形土器で、２０８２には口縁部外面

と内面全体に横方向のやや粗いハケ目調整が施されている。２０８３は口縁部内面にもハケ目を残すが、肩

部はナデ調整が施されている。２０８４は精製小形坩の口縁部破片で、内外面に赤彩が施されている。焼成

はいずれも良好である。４００７は筒状を呈する管状土錘である。完形品で、長さ４.０㎝、径４.１㎝、重量

６５.８ｇを測る。以上のほか、南西部で炭化米の小ブロックが出土している（写真３７・３８）。

Ｈ貝層はＧ貝層の西側に近接して存在する小ブロックで、３号落ち込み内に存在する。南北１.４ｍ、東

西１.３ｍの範囲に３つの小ブロックに分れている。貝層は混貝土層として存在し、層厚は７～１０㎝程度で

ある。貝種はハマグリ・イタボガキ・オオノガイを主体とし、シオフキガイ・ツメタガイ・キサゴ・ウ

ミニナなどが見られる。

写真３５ Ｇ・Ｈ貝層検出状況（西より） 写真３６ Ｇ貝層断面（東より）

写真３７ Ｇ貝層遺物出土状態（東より） 写真３８ Ｇ貝層出土炭化米ブロック
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図１９ Ｇ～Ｋ貝層出土遺物実測図
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出土遺物は少なく、３点を図示した。２０８５は胎土に繊維を含み、暗褐色を呈する。摩耗が著しいが、

縄文時代早期条痕文土器片とみられる混入品である。２０８６はＳ字状口縁台付甕の口縁部破片である。粗

砂・細礫をやや多含し、焼成は良好である。２０８７は台付甕脚台部破片で、内外面ハケ目調整である。

以上の貝層の形成時期は、出土遺物と貝を包含する土層から、いずれも古墳時代前期と考えられるが、

Ｈ貝層は、１号落ち込み内に堆積し、その覆土中より出土した２１７１（図３７）の土師器甕片が１点存在し、

時期の判定に問題を残している。

・Ｉ～Ｋ貝層（図１９・２０、写真３９～４４）

Ｉ～Ｋ貝層はＣ５区に位置し、Ａ貝層の南約５ｍ、Ｃ～Ｈ貝層の南西約８ｍの距離を隔てている。Ｉ・

Ｊ貝層は本来ひとつのブロックをなすものとみら

れるが、北東―南西方向の幅１０～１５㎝で帯状に分

断されており、便宜的に北西側の貝層をＩ貝層、

南東側をＪ貝層とした。これらの貝層は南北１.７

ｍ、東西２ｍ程の範囲に遺存する。ともに貝層は

混貝土層として存在し、その層厚は１０㎝程度であ

る。貝種はハマグリ・シオフキガイを主体とし、

カガミガイ・キサゴ・ツメタガイなどを含む。

Ｉ貝層とした部分から出土した遺物は、２点を

図示した。１０２０・１０２１ともに折返し口縁壷形土

器の口頸部である。ともに丁寧なミガキ調整が施

されている。１０２０は頸部が直立に近く立ち上が

り、口径１５.５㎝を測る。１０２１は頸部が大きく外傾

し、口径２０.８㎝を測る。焼成はいずれも普通であ

る。Ｊ貝層とした部分からの出土遺物も少なく、

２点のみ図示した。２０８８は２０８５に類似する特徴

をもつ条痕文土器胴下部の破片である。２０８９は

小形器台ないし小形壺形土器の口縁部の細片であ

る。内外面ともナデ調整が施されている。

Ｋ貝層は、Ｉ貝層の南西０.４５ｍに位置する。東

西・南北とも１.５ｍ程の範囲に、北西―南東方向の

帯状に遺存する。北西および南東側は２号落ち込

みにより切られているような状況で検出された。

貝層は層厚８㎝程度の混貝土層として存在し、貝

種および組成は、Ｉ・Ｊ貝層とほぼ同様である。

出土遺物は少なく、３点を図示した。２０９０は

単節ＬＲの縄文を地文とし、色調は暗褐色を呈す

る。摩耗著しい。縄文時代中期に比定される混入 図２０ Ｉ～Ｋ貝層実測図（Ｓ=１/６０）
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品である。２０９１は外面ハケ目調整、内面ササラ状工具による丁寧なナデが施されている。内面の調整痕

から壷形土器胴部破片と推定される。２０９２は坩形土器の口縁部から肩部破片で、内外面に赤彩が施され

ている。胎土には粗砂がやや多含され、焼成は良好である。

Ｉ～Ｋ貝層の形成時期は、出土遺物等から古墳時代前期と考えられる。

写真３９ Ｉ～Ｋ貝層検出状況（東より） 写真４０ Ｉ・Ｊ貝層検出状況（西より）

写真４１ Ｉ貝層断面（東より） 写真４２ Ｊ貝層断面（南西より）

写真４３ Ｋ貝層検出状況（北西より） 写真４４ Ｋ貝層断面（北西より）
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Ｂ　竪穴住居址

･１号住居址（図２１・２２、写真４５～４７）

本址はＣ・Ｄ５区を中心に位置し、南側は僅かに調査区外に及んでいる。北側の大半は旧校舎の基礎

工事により破壊されている。北西側にはＩ～Ｋ貝層が近接して存在する。また、西隅部には本址より新

しい８号土坑が重複している。遺構確認の段階で上部に硬化面が認められ。特に西壁際では壁に沿うよ

うな状況で帯状の良好な硬化面が存在した。この帯状の硬化面は８号土坑とも切り合い、８号土坑が新

しいと観察された。以上の観察結果から硬化面の形成は少なくとも１号住居址廃絶以降、８号土坑掘削

以前とみられる。

写真４６ １号住居址炉址（南東より）

写真４５ １号住居址全景（東より）

写真４７ １号住居址「貯蔵穴」（北より）
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図２１ １号住居址・８号土坑実測図（Ｓ=１/６０）
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本址の掘り込み面は、調査区境の土層断面の観察からⅢ層と判断され、Ⅱｂ層が覆土を覆っていた。

主軸長約５.９ｍ、副軸長６.０４ｍを測る平面隅円方形を呈するものと推定される。主軸方位はＮ-２２°-Ｗを

指向する。ピット１～ピット４が主柱穴で、ピット５が「貯蔵穴」と考えられる。中央付近の床面の一

部に硬化面が存在したが、この上面では炉の存在が不明瞭であった。炉は硬化面を除去する過程で確認

された。壁際には上端の幅１５～２０㎝の壁溝が巡らされている。西側では部分的に３条認められた。柱穴

の検出状況から、建替については明確でない。なお、ピット１０は、不整形ながら本址に伴わない土坑と

すべきかも知れない。

出土遺物は、遺構確認時に包含層出土の遺物として取り上げているものが多いため、ここでは、確実

に本址に伴うものを図示した。２０９３は壷形土器肩部破片である。Ｓ字状結節文と羽状縄文が施文されて

おり、一部に赤彩の痕跡が認められる。弥生時代後期に属する混入品である。２０９４は精製壷形土器口頸

部破片である。丁寧なミガキ調整が施されており、内外面とも赤彩されている。ピット２覆土から出土

した。２０９５は甕形土器口縁部破片で、内外面友斜め方向のハケ目調整が施されている。２０９６も甕形土

器口縁部破片で、横方向のナデにより仕上げられている。外面には斜め方向のハケ目の痕跡が認められ

る。ピット８覆土から出土した。２０９７はＳ字状口縁台付甕の肩部破片である。斜め方向のハケ目を切っ

て横位のハケ目が見られる。つくりが薄く、色調は暗灰白色を呈する。２０９８は外面が粗いハケ目調整、

内面横方向のナデ調整が施される胴部破片である。器厚などから壷形土器破片と推定される。２０９９は外

面に細かなハケ目調整が施される甕形土器胴部破片である。ピット８覆土から出土した。２１００も甕形土

図２２ １号住居址出土遺物実測図
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器胴部破片で、内面の一部にもハケ目が残されている。ピット６覆土からの出土である。３００２は径３㎝

程の孔を有する砂質凝灰岩塊である。片面は平坦で、加工されたものである可能性がある。径約１１㎝、

高さ８㎝、重量６７５.６ｇを測る。地元で「旗立て石」と呼ばれる自然岩塊と考えられ、孔も自然の営為に

よるものであろう。風化著しく、使用痕は特に認められない。３００３は両端に使用痕が見られる敲石で、

長さ１１.８㎝、径７.６㎝、重量１,０３１.７ｇを測る。石質は石英斑岩である。ピット１覆土から出土。３００４は軽

石である。使用による不定形な多面体をなす。長さ４.２㎝、幅３.７、厚さ２.８㎝、重量７.３ｇを測る。

Ｃ　溝状遺構

・３・４号溝状遺構（図２３・２４、写真４８～５１）

調査区南西部、Ｅ・Ｆ９区に位置する。排土の仮置き場を確保するため、Ｅ・Ｆ区の境界線で２分し

て調査を実施した。遺存状況は良くない。確認面はⅣ層のほぼ上面であった。

３号溝状遺構は、ほぼ南北方向の走行を示し、上端の幅１.６～２.５ｍ、確認面からの深さ約３０㎝を測る。

４号溝状遺構は、ほぼ東西の走行方向を示し、上端の幅１.４～１.９ｍ、確認面からの深さ約２５㎝を測る。覆

土は、Ⅲ層に類似する軟質で粘性の弱い黒色土ないし黒褐色土を主体としていた。ともに平面形は整っ

ていないが、僅かに弧を描いている。分断されているため明確ではないが、両者は互いに関連する遺構

と考えられる。なお、これらの溝の内側には１・２号土坑が検出されている。

写真５０ ４号溝状遺構（西より） 写真５１ ４号溝状遺構（南西より）

写真４８ ３号溝状遺構掘り上げ状況（南南西より） 写真４９ ３号溝状遺構遺物出土状況（北より）
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３号溝状遺構出土の土器は、完形に復元可能なものはないが、時期的に一定のまとまりが認められる

資料が得られている。１０２２は精製小型壷形土器口縁部破片で、復原口径１０.９㎝を測る。内外面とも赤彩

されており、丁寧なミガキ調整が施されている。胎土は緻密で、焼成も良好である。１０２３は高坏坏部約

１/４の破片である。復原口径２１.８㎝、残存部高８.８㎝を測る。内外面とも縦方向の丁寧なミガキ調整が施

されている。１０２４は小型精製高坏の坏底部から脚上部の破片である。内外面とも赤彩が施される。２１０１

は横位のＳ字状結節文と単節ＲＬ縄文が施文された壷形土器肩部破片である。縄文は羽状縄文をなすも

のと思われる。弥生時代後期に属する混入品である。２１０２は外面に鋭い沈線が見られる壷形土器胴部破

片で、赤彩の痕跡が認められる。２１０３も壷形土器胴部破片で、内外面とも細かなハケ目調整が施されて

いる。内面に輪積み痕が残されている。２１０４は内外面に赤彩が施された坩形土器口縁部破片である。

図２３ ３・４号溝状遺構および１・２号土坑実測図（Ｓ=１/１００）
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図２４ ３・４号溝状遺構出土遺物実測図
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２１０５は精製高坏口縁部破片で、口縁部外面はヨコナデ調整によりハケ目が消されている。内外面とも

赤彩が施され、ハケ目調整後の仕上げは丁寧である。２１０６は精製高坏坏部下半の破片で、外面に明瞭な

段を有する。２１０７は甕形土器口縁部破片で、口唇部に刻みが施されている。器面の調整は内外面とも横

方向のナデによる。２１０８は強く外反する甕形土器口縁部破片で、頸基部内面にはナデ調整が施されない

まま細かな横位のハケ目が残されている。２１０９と２１１０は別個体であるが、Ｓ字状口縁台付甕の口縁部

と胴部の破片である。焼成は共に良好で、２１０９の胎土には金雲母が含まれている。２１１０は甕形土器胴

部破片で、胴下部にススが付着する。内外面ともナデ調整が施されており、焼成はやや甘い。４００８と

４００９は管状土錘である。４００８は一端を欠いている。残存部の長さ３.１㎝、径１.２㎝、重量４.６ｇを測る。

４００９は完形品で、長さ２.０㎝、径０.８㎝、重量１.６ｇを測る。

４号溝状遺構出土遺物は少ない。１０２５はＳ字状口縁台付甕の脚台部で、端部は内側に折り返されてい

る。胎土は緻密で、焼成も良好である。２１１２～２１１５は縄文土器でいずれも摩耗が著しい。２１１２と２１１４

は縄文時代中期阿玉台式に属するもので、胎土に金雲母を多含する。２１１３は土器片錘の可能性がある

が、断定できない。沈線状の文様があるが、不明瞭である。中期後半に属するものであろう。２０１５は２

条の沈線が見られ、後期堀之内Ⅰ式に比定される。２１１６は折返し口縁壷形土器口縁部破片である。胎土

に粗砂を多く混入する。２１１７はやや大型な甕形土器口縁部破片で、外面に斜め方向、内面に横方向のハ

ケ目が残されている。２１１８も内外面に横方向のハケ目が残される甕形土器肩部破片で、焼成は良好であ

る。２１１９は古墳時代後期の土師器坏口縁部破片である。体部との境界には鈍い稜が認められる。混入品

であろう。３００５は長さ２.９㎝、幅１.８㎝、厚さ０.８㎝、重量１.４ｇを測る軽石である。片面は摩耗痕が明瞭

で、砥石として用いられたものであろう。

以上の出土遺物から、３・４号溝状遺構の所産時期は古墳時代前期に比定される。両者が互いに関連

を有するものとすれば、形状・規模などから方形周溝墓の周溝の一部である可能性が考えられる。

・５号溝状遺構（図２５・２６、写真５２・５３）

Ｂ６・７区の境界付近に位置する。解体校舎の基礎枠内で検出され、遺存状態は良くない。確認面は

Ⅳ層上面であった。旧校舎の基礎工事に伴う溝状の掘り方により、南北に分断されている。南半部には

中世以降に属する１０・１１号土坑が重複する。

なお、周辺には遺存状態の良くない混土貝層がブロック状に存在した。

写真５２ ５号溝状遺構近景（南より） 写真５３ ５号溝状遺構遺物出土状況（南東より）
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溝の走行はほぼ南北方向で、長さ約４.７ｍにわたって

検出された。上端の幅０.９～１.４ｍ、下端の幅０.５～０.６ｍ、

確認面からの深さ２５～３５㎝を測る。覆土はⅢ層に相当

する黒色土、ないし黒褐色土を主体とする自然堆積土

であった。底面の標高は、ほぼ２.６５ｍで北端部と南端部

の比高差はない。

出土遺物は多くないが、南半部で鹿角や獣骨が検出

されている。遺物は、いずれも溝底より浮いたレベル

からの出土である。１０２６は裾がハの字状に開く高坏脚

部である。内外面に赤彩が施され、外面は丁寧なミガ

キが施されている。１０２０は加曽利ＥⅡ式に比定される

縄文土器片で、混入品である。横位の隆帯上に２孔一

対の円形刺突文が施され、この隆帯の下位に斜めと縦

方向の条線が施文されている。また、従位の隆帯の一

部も認められる。両端の中央部が抉れており、土器片

錘の可能性が高いが、摩耗が著しいため断定しなかっ 図２５ ５号溝状遺構実測図（Ｓ=１/６０）

図２６ ５号溝状遺構出土遺物実測図
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た。２１２１は折返し口縁壷形土器口頸部の破片である。頸基部には一条の突帯が巡らされている。調整は

丁寧で、内外面細かなハケ目調整後、外面は縦方向のミガキ、内面は横方向のミガキが施されている。

内外面とも赤彩される精製品である。２１２２は壷形土器底部破片である。胴部外面は赤彩されている。

２１２３と２１２４はハケ目調整の甕形土器口縁部破片で、２１２４の口唇部には刻み目が施される。２１２５は壷形

土器底部破片で、胴部外面ナデ、内面ハケ目調整が施されている。外面暗褐色、内面黒褐色を呈する。

２１２６は高坏坏部口縁部破片である。２１２７は高坏坏体部破片で、外面に明瞭な段が認められる。２１２６・

２１２７ともに内外面が赤彩され、従位の暗文風ミガキが施される精製品である。２１２８は 形土器口縁部

破片で、口縁部外面と内面はヨコナデ、体部外面は斜め方向のハケ目調整が施されている。３００６は一部

に擦痕が見られる軽石で、砥石と考えられる。長さ６.５㎝、幅４.１㎝、厚さ２.１㎝、重量２３.９ｇを測る。

出土遺物と覆土から、本址の所産時期は古墳時代前期と考えられる。性格については、明らかでない。

・６号溝状遺構（図２７、写真５４・５５）

Ｂ３～５区にかけて、解体校舎基礎枠に沿うように長さ１９ｍにわたって断続的に検出された。遺存状

況は不良で、幅が判明する部分は存在しない。その走行は東北東―西南西方向を示す。遺構確認面はⅣ

層上面で、深さは約２５㎝を測る。覆土はⅢ層に相当する黒色土を主体とする自然堆積土であった。溝底

の標高は２.６ｍ前後である。全体的に５号溝状遺構に類似するが、相互の関係は明らかでない。

出土遺物は少なく、土器片２点のみ図示した。２１２９は壷形土器胴部破片で、外面は細かな従位のヘラ

ナデ、内面は細かなハケ目調整が施されている。外面には黒斑が認められ、内面は暗灰色を呈する。胎

土は砂質で、白色海綿体骨針を含む。焼成は良好である。２１３０は、台付甕形土器脚台部の端部破片で、

内外面ともハケ目調整が施されている。

僅かな出土遺物と覆土から、本址の所産時期は古墳時代前期と考えられる。性格については、５号溝

状遺構同様明らかでない。

・７号溝状遺構（図２９、写真５９～６１）

調査区北東端部にあたるＢ１・２区の境界付近に位置する。長さ約７ｍにわたって検出された。遺構

確認面はⅣ層上面であった。３号土坑と切り合い関係にあるが、本址の遺存状況が悪く、明らかにでき

なかった。また、北側は土器を主体に遺物が集中出土するエリアとなっているが、「１号土器集中」と

写真５４ ６号溝状遺構Ｂ５区東半部（南東より） 写真５５ ６号溝状遺構Ｂ５区西半部（南より）
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して別に項目を設けることとした。

本址の走行は、北西―南東方向を

示し、南東側は不明瞭となる。北西

端部付近も撹乱により不明瞭となる。

北西側延長線上には第１次本発掘調

査の第５区が位置するが、遺構は検

出されていない。このことから、す

でに失われたものか、西側に曲って

行くものと思われる。

上端の幅０.６ｍ、下端の幅０.４５ｍ、

確認面～の深さ１５～２０㎝程を測る。

覆土は、Ⅲ層相当の黒色土を主体と

する自然堆積土であった。

図示可能な出土遺物は、皆無であ

る。１０３３（図３１）が本址と重複する

皿状のピットから出土しているが、「１号土器集中」関係の遺物に一括した。覆土から、本址の所産時

期は古墳時代前期と推定される。

・８号溝状遺構（図２７・２８、写真５６・５７）

Ｃ２・３区にまたがって位置する。本址は、確認調査時に検出され、トレンチ東壁際に幅５０㎝のサブ

トレンチにより、溝状の遺構であることが確認されていたものである。走行方向は北西―南東を示し、

北側約９ｍにある７号溝状遺構とほぼ平行する関係にある。Ｃ・Ｄ２区は校舎のコンクリート基礎に工

事の際に破壊されており、南東側近接地の状況確認は不能であった。北西側においても続きは確認され

ていない。第１次本発掘調査の第４区に続く土管の埋設溝等の撹乱が存在したため、若干掘り過ぎてい

るが、遺構確認面はⅣ層のほぼ上面であった。上端の幅１.０ｍ、下端の幅０.８ｍ、深さ１５㎝、底面の標高

２.５ｍ程を測る。覆土はⅢ層相当の黒色土で、破砕貝を多く混入していた。

出土遺物は少なく、４点を図示した。２１３１は小型壷形土器底部破片で、内外面淡褐色を呈し、ナデ調

図２７ ６・８号溝状遺構出土遺物実測図

写真５６ ８号溝状遺構（南東より） 写真５７ ８号溝状遺構猪牙出土状況（北東より）



整が施されている。２１３２と

２１３３はハケ目調整の甕形土

器口縁部破片である。２１３２

は口唇部に細かな刻み目が

施され、肩部内面はナデ調

整によりハケ目が消されて

いる。２１３４も甕形土器頸基

部から肩部にかけての破片

である。内面は頸部との接

合部に横位のハケ目を残す

ほかは、ナデ調整により消

されている。色調は暗青灰

色を呈し、焼成は良好であ

る。胎土に少量の白色海綿

体骨針を含む。このほか

６００３（写真５７）の猪牙が１

点出土している。

Ｄ　遺物集中出土地点

・１号土器集中（図２９～３１、写真５８～６４）

調査区北東隅部、Ｂ１区の基礎枠内で検出された。上層はすべて撹乱土で、破砕貝が層をなして多量

に含まれていた。遺構確認面の標高は２.２５ｍ前後であった。この段階で北端部にⅢ層が遺存し、基盤層

であるⅣ層が北に向って下っていることが判明した（写真５８）。後にⅢ層とⅣ層の境界部に７号溝状遺

構の存在が確認された。土層断面の観察から、本址よりも７号溝状遺構が新しいと判断された。

土器群を主体とする遺物は、７号溝状遺構の東側に集中していた。包含層位はⅢ層に相当する黒色土

で、他の場所に較べて粘性が強かった。遺物は底面に接するものはほとんどなく、１０㎝程浮いた状況で

出土した。遺物は大きく２つのブロックに分かれて集中し、北西部では稀薄であった。底面は平滑で、

直上に極細粒の灰黄色砂質粘土の薄層が覆っていた。

底面の標高は２ｍ前後を測り、北東部で再び高くなっ

ている。その部分の標高は２.２ｍ程で、７号溝状遺構

西側との比高は５㎝である。全体として遺物が集中出

土した部分は、北西―南東方向の溝状を呈するなだら

かな窪みとなっている。その深さは２０～２５㎝である。

底面が平滑な面をなしている点や直上に灰黄色砂質粘

土の薄層が覆っている点などから、何らかの遺構であ

ると考えられるが、その性格は明らかでない。
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図２８ ８号溝状遺構実測図（Ｓ=１/６０）

写真５８ Ｂ１・２区遺構確認状況（北東より）
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写真５９ １号土器集中遺物出土状況２（南より）

写真６０ Ｂ１・２区遺構掘削状況（南より）
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出土遺物は土器片を主とするが、復原可能な個体も含まれていた。１０２７は小型の短頸壷形土器であ

る。口縁部１/２と胴部の一部を欠く。口径８.９㎝、胴部最大径１２.６㎝、底径４.３㎝、器高１２㎝を測る。口縁

写真６１ ７号溝状遺構遺物出土状況（南より） 写真６２ １号土器集中遺物出土状況１（西より）

図２９－１　７号溝状遺構・１号土器集中・１号炉址・３号土坑・１３号土坑実測図１（Ｓ=１/６０）
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部ヨコナデ、胴上半部ハケ目調整後にナデが施され、胴下半部はハケ目調整のままである。内面は底部

にハケ目を残す以外、ナデが施されている。淡褐色を呈し、胴部に黒斑が認められる。焼成は良好で、

写真６３ ７号溝状遺構・１号土器集中１（南東より） 写真６４ ７号溝状遺構・１号土器集中２（北西より）

図２９－２　７号溝状遺構・１号土器集中・１号炉址・３号土坑・１３号土坑実測図２（Ｓ=１/６０）
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図３０ １号土器集中出土遺物実測図１
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図３１ １号土器集中出土遺物実測図２

胎土には微量の金雲母が含まれる。１０２８は小型の丸底壷形土器で、最大径は胴部中位にあり、口縁部は

やや内彎する。口径９.５㎝、頸部径７.５㎝、胴部径１３.０㎝、器高１０.７㎝を測る。器面はハケ目調整の後ナデ

が施され、胴部内面はハケ目が消されている。１０２９も小型壷形土器出、口縁部を欠いている。頸部径

５.７㎝、胴部径１１.２㎝、底径５.５㎝、残存部の器高１２.０㎝を測る。器面調整はハケ目の後ナデが施されて

いる。１０３０～１０３５はハケ目調整の甕形土器である。１０３１と１０３４の口唇部には刻み目を施す。１０３４の口

縁部は受け口状をなす。１０３５は肩部が張り、頸部内面が直立し、下端に明瞭な稜を有する。１０３６は高

坏坏部で、口径２３.３㎝を測る大型品である。外面は斜め方向の荒いハケ目調整後、横位のミガキ、内面

は粗いハケ目調整後、縦位のミガキが施されている。１０３７は高坏脚部である。脚端部径１１.２㎝、遺存部

での器高６.４㎝を測る。外面は縦位のハケ目調整後ミガキ、内面はハケ目調整後横位のナデが施されてい

る。胎土は緻密で、焼成も良好である。１０３８と１０３９は小型手捏鉢形土器である。１０３８は丸底で、口径

４.９㎝、器高４.８㎝を測る。１０３９は口唇部を僅かに欠いているが、口径４.８㎝、器高３.６㎝を測る。つくり

がやや厚い。２１３５～１２３７は折返し口縁壷形土器口縁部破片である。２１３５には口縁部内面に２列の刺突

文が巡らされている。焼成はやや軟質で、胎土には粗砂粒を多含する。２１３６と２１３７は同一個体の小型

精製品で、口縁部外面ヨコナデ、頸部外面ハケ目調整後、上半部はナデが施されている。内面は丁寧な

ミガキ調整が施されている。口縁部外面に３条の沈線が見られる。２１３８と２１３９は小型短頸壷口縁部破

片である。内外面ともナデ調整が施され、わずかにハケ目が認められる。２１３８の色調は淡灰褐色を呈す

る。２１３９は淡褐色を呈し、内面に赤彩の痕跡が認められる。ともに胎土には粗砂粒を多含し、焼成は良
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好である。２１４０はハケ目調整の甕形土器口縁部破片で、口唇部外面に刻み目が施されている。２０４１は

Ｓ字状口縁台付甕の肩部付近の破片で、従位のハケ目を切って横位のハケ目が施されている。器壁は薄

く、焼成は良好である。２１４２は ないし壷形土器の口縁部破片で、口縁部外面には細かなハケ目が残さ

れ、下部および内面はナデ調整が施されている。２１４３は甕形土器口縁部破片で、内外面ともナデ調整が

施され、内面は丁寧である。古墳時代後期に比定される。２１４４は須恵器甕肩部破片である。頸部外面お

よび内面はナデ調整が施され、肩部外面には平行叩き目が見られる。２１４５は青磁折縁鉢の口縁部破片

で、体部内面に蓮弁文を陰刻する。素地は淡灰色、釉は灰緑色を呈する。４０１０はふいご羽口の先端部と

推定される土製品で、被熱している。残存部での長さ４.１㎝、外径３.８㎝、孔径１.６㎝、重量５６.７ｇを測る。

４０１１～４０１４は完形品の土錘である。４０１３のみ球状を呈する。４０１１は長さ４.１㎝、外径２.７㎝、重量３２.７ｇ

を測る。灰黒色を呈し、焼成は普通である。胎土は緻密であるが、微量の小礫が含まれている。４０１２は

円筒形に近い管状土錘で、長さ６.２㎝、外径２.９㎝、重量５０.４ｇを測る。淡橙褐色を呈し、焼成は普通であ

る。４０１３は長さ２.５㎝、外径２.５㎝、重量１９.６ｇを測る。暗灰褐色を呈し、焼成は普通である。４０１４は撹乱

土からの出土で、棗玉形を呈する。長さ３.７㎝、外径１.０㎝、重量３.５ｇを測る。

出土遺物から、本址の所産時期は古墳時代前期と考えられる。

Ｅ　土坑

・１号土坑（図２３・３２、写真６５・６６）

本址はＦ９区北西部、３・４号溝状遺構の内側に位置する。遺構確認面はⅣ層上面で、標高は３.２５ｍ

程である。平面形は不整円形を呈し、上端の径１.０×０.９４ｍ、下端の径０.７０×０.６０ｍ、深さ２０㎝を測る。

覆土はⅢ層に相当するやや軟質の黒色土であった。

出土遺物は、確認面付近のレベルで土器片がややまとまって出土した。１０４０は小型壺形土器胴部で、

復原径１２㎝を測る。外面ハケ目調整、内面は丁寧なナデ調整が施される。１０４１は台付甕形土器脚台部で

ある。端部は内側に折り返されている。端部径は

７.５㎝を測る。外面ハケ目調整、内面ハケ目調整

後、丁寧なナデ調整が施される。暗褐色を呈し、

焼成は良好である。１０４２は精製小型丸底坩で、

内外面ともに丁寧なミガキ調整がなされ、赤彩が

施されている。口径１０.１㎝、頸部径８.６㎝、器高

５.８㎝を測る。２１４６は単節ＬＲとＲＬの羽状縄文

が施される縄文土器破片である。胎土には繊維を

含む。前期黒浜式に比定される。２１４７は坩形土

器の口縁部から胴上部にかけての破片である。外

面全体と口縁部内面に赤彩が施されている。焼成

は良好である。

本址の所産時期は、出土遺物から古墳時代前期

に属するものである。性格は明らかでない。 図３２ １号土坑出土遺物実測図
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写真６５ １号土坑遺物出土状況（北西より） 写真６６ １号土坑掘り上げ状況（北北西より）

・２号土坑（図２３、写真６７）

Ｆ９区北東部、１号土坑北側に近接して存在する。

遺構確認面はⅣ層上面で、１号土坑とともに検出さ

れた。平面形は不整楕円形を呈し、北西―南東方向

に長い。長軸上端１.１０ｍ、下端０.７５ｍ、短軸上端０.９３

ｍ、下端０.５３ｍ、深さ３４㎝を測る。覆土は、Ⅲ層に

相当するやや明るい細粒軟質の黒色土であった。

出土遺物は皆無であった。

時期・性格ともに明らかでないが、覆土より古墳

時代前期と推定される。１号土坑同様、３・４号溝

状遺構との関係は明らかでない。

・３号土坑（図２９・３３、写真６８～７０）

本址はＢ２区北東端部付近に位置し、７号溝状遺構と１号土器集中と切り合い関係にある。７号溝状

遺構との新旧関係は明らかでないが、土層断面の観察から１号土器集中より新しいと判断された。遺構

確認面はⅣ層のほぼ上面であった。

平面形は、上端で不整楕円形、下端で不整円形を

呈し、上端径２.１６×１.８４ｍ、下端径１.２３×１.３８ｍ、深

さ５０㎝を測る。底面北側に寄って上端径約７０㎝、深

さ１８㎝程のピット状の掘り込みがある。

覆土は、Ⅲ層相当の黒色土ないし黒褐色を主体と

する自然堆積土であった。

出土遺物は、覆土下層から少量出土した。１０４３と

１０４４は壺形土器胴部下半から底部である。１０４３の外

面にはハケ目調整痕が残され、内面はナデ調整が施

されている。底径は３.０㎝を測る。１０４４は１/２程度の破

写真６７ ２号土坑掘り上げ状況（南より）

写真６８ ３号土坑遺物出土状況１（北西より）
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写真６９ ３号土坑遺物出土状況２（南東より） 写真７０ ３号土坑掘り上げ状況（南より）

図３３ ３・４号土坑出土遺物実測図

片で、外面縦方向のミガキ、内面ナデ調整が施されている。復原底径は７.５㎝を測る。１０４５は高坏脚部

破片で、円形の透かし孔２孔が確認できる。２１４８は台付甕形土器脚台部破片である。中位が外側に膨ら

み、断面は内彎する。内外面ともナデ調整が施され、胎土には粗砂粒が多含されている。焼成はやや軟

質である。３００７は台石と考えられる欠損品である。表裏面とも平滑な面をなす。残存部の長さ２８㎝、幅

１５㎝、厚さ８.４㎝、重量４,９００ｇを測る。石質は含かんらん石輝石安山岩である。

本址の所産時期は、出土遺物と覆土から古墳時代前期と考えられる。その性格は明らかでない。

・４号土坑（図３３・３４、写真７１・７２）

Ｃ３区ほぼ中央に位置する。８号溝状遺構の南西１.６ｍ、Ｄ貝層下にあたる。不整円形を呈し、上端径

２.７５×２.４３ｍ、下端径２.２５×１.８５ｍを測り、南北方向にやや長い。底面は中央部に向って傾斜しており、



中央部はなだらかな窪みが存在

する。３号土坑ほど明確なピッ

ト状をなさないが、類似するあ

り方といえる。深さは、最も深

い所で８０㎝を測る。覆土はⅢ層

相当の軟質な黒色土を主体とす

る自然堆積土である。

出土遺物は極めて僅かで、土

器片は２１４９の１点のみ図示可能

であった。壷形土器口頸部の破

片である。内外面ともナデ調整

が施されている。焼成は良好で

あるが、胎土に粗砂粒が多含さ

れており、器面は細かくひび割

れている。以上のほか、窪み内

から自然礫が２点出土してい

る。また、北西部上端には本址

とは関係しない小ピットが存在

し、その上から扁平な自然礫が

検出されている。

本址の所産時期は、出土遺物

と覆土から古墳時代前期と推定

される。その性格は不明である。

・５号土坑（写真７３）

Ｃ６区内東部に位置し、北西側に存在する撹乱により大半が破壊されている。遺構確認面はⅣ層上面

であった。掘り込みも浅く遺存状態は極めて悪い。平面形は不明であるが、残存部から円形ないし楕円
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図３４ ４号土坑実測図（Ｓ=１/４０）

写真７１ ４号土抗（南より） 写真７２ ４号土坑遺物出土状況（北より）
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形を呈するものと推定される。残存部での上端径または幅は０.９２ｍ、深さ８㎝を測る。覆土はⅢ層相当

の軟質で砂質分の多い黒色土であった。

出土遺物は皆無であり、所産時期・性格とも不明であるが、覆土より古墳時代前期と推定される。

・６号土坑（図３５・３６、写真７４・９２）

Ｄ８区北部に位置する。北側は撹乱により破壊されている。遺構確認面はⅣ層上面で、不整円形を呈

する黒色土の落ち込みとして検出された。

平面形は不整な円形を呈するものと推定される。東西の上端径２.０ｍ、下端東西径１.１３ｍ、下端南北径

１.２５ｍ、深さ８０㎝程を測る。下端はかなり不整形を呈する。覆土は、北側撹乱部の壁面観察により、あ

らかじめ異常な堆積を示すことが窺えた。上部約２５㎝はⅢ層の黒色土の自然堆積土が見られ、土器片が

比較的多く伴っていた。この黒色土の直下はやや凹凸の激しい硬化面として存在し、この硬化面は壁面

にも及んでいた。撹乱部の壁面観察で、覆土がさらに下位にまで続いているのが判明していたため、上

層の遺物を取り上げた後、硬化面を掘り下げることとした。硬化層はおよそ５０㎝続き、その中位に層厚

６㎝程の炭と灰を主体とする堆積土が認

められ、上面の一部には焼土も存在した。

この硬化層が一度に形成されたものでは

ないことを示唆している。土器片は、少

量であるが硬化層からも出土している。

１０４６は口縁部と底部を欠く甕形土器

で、器面調整は粗いハケ目調整の後ナデ

が施されている。内面のナデ調整は縦方

向に丁寧に施されている。１０４７は甕形土

器口縁部から肩部にかけての破片であ

る。口唇部に刻み目を有する。１０４８は台

付甕形土器の脚台である。端部径９.８㎝を

測る。外面にはヘラ状工具による縦方向

のナデが施されている。１０４９は器形不明

写真７３ ５号土坑（北東より） 画面左手は撹乱 写真７４ ６号土坑遺物出土状況（東より）

図３５ ６号土坑実測図（１/６０）
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である。内外面ともナデ調整が施されているが、あまり丁寧ではない。内面の調整がやや雑な点から脚

部と推定した。器壁が厚く、胎土には砂粒が多含されている。淡黄褐色を呈し、焼成は普通である。

１０５０は底脚台付鉢形土器ないし甕形土器の下半部である。脚端部径６.２㎝、脚部高２.０㎝を測る。器面調

整はハケ目後、ナデ調整が施されている。１０５１は小型壷形土器の口縁部から肩部にかけての破片であ

る。推定口径７.８㎝を測る。器面調整は丁寧で、外面はミガキ、内面はナデが施されている。頸基部内面

には接合痕が見られる。１０５２は高坏脚部である。脚部は椀を伏せたような特異な形状を呈する。脚端部

径推定８.４㎝、柱状部径４.８㎝、残存部高６.５㎝を測る。器面は、ナデ調整が施されている。１０５３は小型器

台脚部である。脚端部径８.２㎝、残存部高５.９㎝を測る。外面は丁寧な縦方向のミガキ、内面はハケ目調

整後ナデが施されている。外面は赤彩されている。２１５０と２１５１は縄文土器破片で、混入品である。と

もに摩耗が著しい。２１５０は阿玉台式、２１５１は加曽利Ｅ式に比定される。２１５２は短頸坩の口縁部から肩

部にかけての破片である。内外面ともナデ調整が施されており、内面には輪積み痕が残されている。胎

土には粗砂粒が多含される。焼成は良好である。

本址の所産時期は、出土遺物から古墳時代前期に比定される。本遺跡では他に例を見ない遺構であり、

その性格については明らかでないが、硬化層中に焼土や灰などが見られるところから、祭祀あるいは生

産に関わる遺構ではないかと考えられる。

・７号土坑（図３６、写真７５）

Ｂ５区西端部、解体校舎の基礎枠内で検出された。遺構確認面はⅣ層上面であった。北東部および北

図３６ ６・７号土坑出土遺物実測図
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部は撹乱により破壊されている。

平面形は、東北東―西南西を長軸とする楕円形で、

上端の長軸１.２ｍ、短軸０.９８ｍ、深さ３５㎝を測る。下

端は１０～２０㎝掘り過ぎているため、形状・規模とも

不明である。覆土はⅢ層相当の黒色土を主体とする

自然堆積土であった。

出土遺物は僅かで、２点のみ図示した。２１５３は短

頸坩の口縁部細片である。内外面とも赤彩が施され

る精製品である。２１５４はハケ目調整の甕形土器胴部

破片である。内面はナデ調整が施されているが、一

部にハケ目を残している。

本址の所産時期は、僅かな出土遺物と覆土から古墳時代前期と考えられる。

Ｆ　炉址

・１号炉址（図２９・３７、写真７６）

Ｂ２区西部、解体校舎の基礎枠内で検出された。

遺構確認面はⅣ層上面である。坑底の一部に焼土が

認められたため、炉址として処理することとした。

平面形は、東西方向を長軸とするやや不整な隅円

長方形を呈する。長軸上端１.１ｍ、同下端０.９５ｍ、短

軸上端０.９８ｍ、同下端０.８ｍ、深さ２０㎝程を測る。南

西隅部付近は基礎枠の下に当るため完掘できなかっ

た。覆土はⅢ層相当の黒色土を主体とし、下層には

砂がブロック状に含まれていた。底面東端部付近に

は径４０～５０㎝の範囲で焼土が認められた。

出土遺物は少なく、２点のみ図示した。２１５５・２１５６ともに甕形土器口縁部破片で、口唇部は面をな

す。内外面にハケ目調整が施され、２１５５が内外面とも横方向、２１５６が外面縦方向、内面横方向である。

このほか、覆土中より鉄滓が１点出土している。

本址の所産時期は、出土遺物と覆土から古墳時代前期に比定される。性格は明らかでないが、鉄滓が

出土していることから、鍛冶炉である可能性も考えられる。この点、本址の北東約４ｍに位置する１号

土器集中から、ふいごの羽口とみられる土製品の残欠（４０１０）が出土していることは注目される。

Ｇ　落ち込み

・１号落ち込み（図３７、写真７７・７８）

Ｃ４区東端部に位置する。南北ともに撹乱により破壊されている。一部Ｇ・Ｈ貝層と重複する関係に

ある。黒色土の落ち込みとして検出された。東側はＧ貝層に覆われており、２０㎝程の比高差を有する幅

写真７５ ７号土坑（北東より）

写真７６ １号炉址（東より）



－53－

３０～７０㎝の段状をなしている。Ｈ貝層が重複する西側には、段状部からの深さ１０㎝程で北北西―南南東

方向に溝状の落ち込みが存在する。調査中、これらを別の遺構として調査を進めたが、ここでは一括す

ることとした。本落ち込み内、および周辺にはピットが検出されているが、本址との関係は不明である。

一部のみの遺存であり、全体の様相が把握不能なため、性格等の詳細は明らかにし得ない。

出土遺物は、Ｇ・Ｈ貝層のものと厳密に区分することが困難な状況にあったものが含まれている。

１０５４は坩形土器の１/３程度の破片である。最大径は口縁部にあり、体部との境界径１０.４㎝、底径４.２㎝を

測る。底部のつくりは体部および口縁部に対して厚く、１.１㎝を測る。器面の調整は、外面がハケ目後丁

寧なミガキで、内面も強いミガキが施されている。１０５５は、壺形土器底部破片である。底径５㎝の小型

品である。胴部外面は横方向のミガキ調整、内面はナデ調整が施されている。焼成は良好で、顕著な黒

斑が認められる。１０５６は高坏の坏部底面から脚部にかけての破片である。外面と坏部内面が赤彩され、

器面調整は丁寧なミガキが施されている。２１５７は壷形土器の頸基部から肩部にかけての破片である。頸

写真７７ １号落ち込み全景（北西より） 写真７８ １号落ち込み南東部遺物出土状況（南より）

図３７ １号炉址・１号落ち込み出土遺物実測図
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図３８ ２号落ち込み・８号土坑出土遺物実測図

部外面は斜め方向のハケ目調整後ナデ、肩部は縦方向のハケ目調整後ナデ、内面は横方向のナデが施さ

れている。色調は暗灰色を呈し、焼成は普通である。胎土は緻密であるが、全体に砂質が勝っている。

２１５８は壷形土器底部破片で、底部外面ナデ調整、胴部外面ハケ目後ナデ調整、内面は不定方向のハケ

目調整のままである。灰褐色を呈し、焼成は良好である。２１５９～２１６１は甕形土器口縁部破片である。

２１５９は小型品でハケ目調整後ナデが施されている。２１６０はハケ目調整後口縁部がヨコナデされている。

２１６１はＳ字状口縁甕形土器で、胎土には金雲母が含まれている。２１７１は溝状の落ち込み部分の北西外

側から出土した。土師器長胴甕の頸部破片で、頸部は内外面ヨコナデ、肩部は不定方向のナデが施され

ている。頸基部内面には輪積み痕が認められる。焼成は良好で、胎土は砂質である。４０１５は球状土錘

で、中央には径０.４㎝の孔が開けられている。長さ・外径とも３.３㎝、３６.０ｇを測る。

以上の出土遺物は、２１７１が調整技法から古墳時代後期に比定され、これ以外は、古墳時代前期に属

するものである。２１７１は１０５４などの付近から出土しており、混入品と考えたい。本址の所属時期は古

墳時代前期であろう。

・２号落ち込み（図２０・３８）

Ｃ５区西部に位置する。Ｋ貝層の西側に近接し、南側の一部で重複し、貝層が覆っている。北側は解

体校舎の基礎工事により失われ、南半部には旧校舎の基礎工事に伴う溝状の掘り方により分断されてい

る。幅２.２ｍ、長さ７.６ｍ程の範囲に検出されたが、遺存状況は良くない。西側には５号土坑が存在する。

本址は、東側のⅣ層上面から約１５㎝の比高差をもって窪んでおり、Ⅲ層相当の黒色土が堆積していた

ものである。検出時においては、南西方向から延びる黒色土の落ち込みが北端部で北東と南東方向に分

岐する溝状の遺構と観察された。南西端部での幅は１.１ｍ程であったが、北部では明らかにできなかった。

遺存状況が悪く、詳細を明らかにすることはできなかった。

出土遺物は少ない。２１６２は精製壷形土器肩部破片である。外面および頸部内面に赤彩が施されている。
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外面の調整はハケ目後、丁寧なナデ調整、内面もナデ調整である。頸基部内面には接合痕が残されてい

る。焼成は良好で堅く焼き締まっている。２１６３と２１６４は甕形土器口縁部破片である。両者とも口唇部

外面に刻み目が施されている。２１６４の刻み目は口唇部下端にあり、口唇部はヨコナデされている。とも

に内外面ともナデ調整が施されている。２１６５は甕形土器胴部破片である。内外面とも細かなハケ目調整

が施され、内面はナデが加えられている。内面には輪積み痕が認められる。２１６６は台付甕形土器脚台部

破片である。外面は縦方向のハケ目調整、端部外面から内面は横方向のナデ調整が施されている。２１６７

と２１６８はＳ字状口縁台付甕の細片である。２１６８は頸部から肩部にかけての破片で、色調は灰褐色を呈

し、胎土に金雲母を含む。頸基部内面には縦方向の指頭圧痕が顕著である。焼成はともに良好である。

１０６９は高坏坏部下半の破片である。外面底部と体部の境界には明瞭な稜が存在する。内外面とも丁寧

なナデ調整が施されている。色調は灰黒褐色を呈し、焼成は良好である。

第２項　古墳時代後期～平安時代の遺構と遺物

古墳時代後期～平安時代の遺構については、明確

なものがなく、遺物の出土状況も極めて断片的なあ

り方を呈している。ここでは該期に属する可能性の

高いものとして柱穴列と土坑各１基をまとめる。

Ａ　柱穴列

・１号柱穴列（写真７９）

Ｂ３区南西端部からＢ４区東半部に位置する。解

体校舎基礎枠内のⅣ層上面で検出されたピット群か

ら抽出した。３穴がほぼ東西方向に直線的に並ぶ。

上端の径は４０～５０㎝程で、確認面からの深さは、西

側に位置するもの３７㎝、中央に位置するもの２９㎝、

東側に位置するもの２２㎝を測る。底面の標高は、それぞれ２.４４ｍ、２.４１ｍ、２.５２ｍである。覆土はいず

れもⅢ層相当の軟質黒色土を主体としていた。柱穴間の芯々距離は２.２ｍ、１.８ｍを測り、西側の２穴間

の距離が４０㎝長い。中央に位置するピットから須恵器の細片１点が出土している。ピットの組み合せも

含めて、詳細は明らかでない。

Ｂ　土坑

・８号土坑（図２１・３８、写真８０）

Ｃ５区、１号住居址北西隅部付近に重複する。また、１号住居址西壁上部に沿うように検出された硬

化面とも切り合い、本址がいずれよりも新しいと観察された。北側は旧校舎の基礎工事の際に破壊され

ている。平面形は隅円方形を呈し、一辺１.４５ｍを測る。Ⅳ層を約１０㎝掘り込む程度で、検出時の遺存状

態は良くない。覆土はⅢ層に相当する黒色土を主体としていたが、壁際は砂質土が多く混入し、プラン

が不明瞭であった。住居址の床面精査の過程で、覆土に多量の炭化米が含まれているのが確認されたた

写真７９ Ｂ３・４区基礎枠内遺構調査状況（北西より）
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め、覆土はすべて採取することとした。

出土遺物は極めて少なく、１点のみを図示した。

２１７０は須恵器甕形土器の肩部ないし胴部破片であ

る。外面全面に白斑状の自然釉が認められ、外面の

調整手法は明らかでない。内面は当て具痕が丁寧に

磨り消されている。暗灰色を呈し、焼成は良好であ

る。フローティングによる炭化米の抽出は、そのす

べてを終了していない。計測・同定も経ていないが、

長粒型のものと短粒型のものが混在するようである。

極めて僅かな出土遺物から、本址の所産時期は奈

良時代ないし平安時代と推定される。

第３項　中世以降に属する遺構と遺物

この時期に属する遺構には、溝状遺構・竪穴状遺構・道路状遺構・井戸状遺構・土坑・墓・火葬址な

どがある。土坑は、人骨を伴わないものを一括したが、墓壙が含まれている可能性もある。また、墓に

ついては、墓壙が不明確なものも存在し、ある程度まとまりが認められる人骨の検出をもって「墓」と

した。この場合、人骨の遺存状況に左右されるが、現実に頭蓋骨２個体分を一括せざるを得ない場合も

あった。

Ａ　溝状遺構

・１号溝状遺構（図３９・４０、写真８１・８２）

調査区南西部、Ｆ・Ｇ１０区東端部付近に位置する。確認調査の際、３Ｔで検出された。確認面はⅣ層

のほぼ上面であった。走行方向は北北西―南南東を示し、直線的に延びている。総延長約１２ｍにわたっ

て調査された。上端の幅１～１.３ｍ、下端の幅０.３～０.５ｍ、深さ４０～４５㎝程を測る。覆土は、細流・軟質

で粘性に乏しい黒色土を主体とする自然堆積土であった。底面はほぼ平坦である。その標高は南端部で

２.７４ｍ、北端部で２.７９ｍを測り、僅かに北側が低い。

なお、北西延長上にあたるＢ１１区の調査では、本址の続きは確認されなかった。

写真８０ ８号土坑出土の炭化米

写真８１ １号溝状遺構掘削後（北西より） 写真８２ １号溝状遺構北西端部遺物出土状態（南東より）
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図３９ １号溝状遺構実測図（Ｓ=１/８０）

図４０ １号溝状遺構出土遺物実測図

遺物は、主に上層から中層にかけて出土した。量的には多くない。１０５７は土師器坏である。口縁部外

面および内面はヨコナデ、体部と底部はナデ調整が施され、体部外面には指頭圧痕が認められる。１０５８

はロクロ成形の土師器坏である。底部外面には僅かに回転糸切り痕が認められる。１０５９と１０６０はかわ

らけで、１０５９の底部外面には回転糸切り痕とスノコ痕が見られる。１０６０は小振りのもので、口径８.１㎝、

底径６.０㎝、器高１.４㎝を測る。ともに胎土に少量の白色海綿体骨針を含む。以上のうち、１０５７は奈良時

代、１０５８は平安時代に属する混入品である。
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２１７２は壷形土器肩部付近の破片である。外面にはＲＬとＬＲの単節縄文帯を羽状に配し、縄文帯間に

Ｓ字状結節文が巡らされている。内面ハケ目調整痕が残されている。灰褐色を呈し、焼成は良好である。

２１７３は折返し口縁風の小型壷形土器ないし甕形土器口縁部破片である。口唇部は面をなし、口縁部外

面のみナデが施され、その他はハケ目痕が残されている。２１７４は小型短頸壺の口縁部から胴上部にかけ

ての破片で、頸部内面に鈍い稜が認められる。内外面ともナデ調整が施されるが、外面胴部には斜め方

向のハケ目の痕跡が残されている。２１７５はＳ字状口縁台付甕の肩部破片である。２１７６は須恵器長頸壷

の口縁部破片である。内外面とも自然釉が認められ、灰色を呈する。口唇部のみ灰緑色に発色している。

焼成は良好である。２１７７は須恵器甕形土器の胴部破片である。外面はハケ目風の平行叩き目が見られ、

１条の釉が垂下している。内面の当て具痕は丁寧に磨り消されている。灰黒色を呈し、焼成は良好であ

る。２１７８は外面に鎬文を陰刻する青磁碗の口縁部破片である。以上のうち、２１７２は弥生時代後期後半、

２１７３～２１７５は古墳時代前期、２１７６と２１７７は平安時代に比定される混入品である。

本址の所産時期は、かわらけや青磁などの遺物から１４～１５世紀代に属するものと考えられる。遺構の

性格は確定できないが、東漸寺に関連するものと推定される。

・２号溝状遺構（図４１・４２、写真８３～８５）

Ｂ７～９区にかけて検出された。遺構確認面はⅣ

層上面である。Ｂ９区では遺存状況が悪く、北側の

上端ラインのみ確認された。総延長約２２ｍを測る。

西南西―東北方向の走行を示し、Ｂ７区で北へ向き

を換えている。上端の幅１.６ｍ～０.８５ｍ、下端の幅０.１５

～０.３５ｍ、深さ約８０㎝を測る。底面が遺存する西端

部の標高は２.６ｍ、屈曲部で２.３１ｍ、北端部で２.４１ｍ

を測り、多少の起伏はあるが、相対的に西側が高く北

側が低い。覆土は細粒・軟質の黒色土を主体とする自然堆積土と観察された。

遺物は、１号溝状遺構と同様に上層を中心に包含され、Ｂ８区付近では比較的多く出土した。１０６１は

写真８３ ２号溝状遺構発掘風景

写真８４ ２号溝状遺構遺物出土状況（北より） 写真８５ ２号溝状遺構屈曲部（北東より）
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須恵器坏である。底部外面は回転ヘラ削り調整である。胎土は緻密で、白色海綿体骨針を含む。焼成は

良好である。１０６２は陶器壺の口縁部破片である。口縁部は上下に拡張し、肩部の張りは弱い。灰黒色を

呈し、焼成は良好である。胎土は緻密である。１０６３は陶器甕の口縁部破片で、口径が２９.４㎝に復原され

る大型品である。色調は茶褐色を呈し、焼成は良好である。胎土には細礫を多含する。１０６４～１０７９は、

図４１ ２号溝状遺構平面図（Ｓ=１/１００）、断面図（Ｓ=１/８０）
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かわらけである。これらの一群は口径が１２㎝前後のものと８㎝前後のものとに大別される。１０７１は口唇

部ススが付着する。１０６４・１０６７～１０６９・１０７１・１０７３・１０７６～１０７９の胎土には、白色海綿体骨針が含ま

れている。２１７９は折返し口縁壷形土器ないし鉢形土器口縁部破片である。内外面ともハケ目調整が施さ

れ、内面は丁寧なナデが加えられ、ハケ目が痕跡的に残る。横位の胎土は緻密で、焼成も良好である。

橙褐色を呈する。２１８０はＳ字状口縁台付甕の口縁部破片である。２１８１は小型壷形土器の口縁部から胴

部中位にかけての破片である。内外面ともナデ調整が施されている。肩部内面には輪積み痕が認められ

る。４０１６と４０１７はほぼ完形の管状土錘である。４０１６は棗玉形を呈し、長さ５.５㎝、最大径２.０㎝、重量

２３.１ｇを測る。４０１７は円筒形を呈し、長さ６.５㎝、径２.６㎝、重量４２.４ｇを測る。

図４２ ２号溝状遺構出土遺物実測図
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以上のうち、１０６１は奈良時代、２１７９～２１８１は古墳時代前期に比定される混入品である。他の事例か

ら４０１６と４０１７も同様であろう。

本址の所産時期は、遺物から１４～１５世紀代に属するものと考えられる。本址も東漸寺に関連するもの

と推定される。なお、土器・陶器・土製品のほか、若干の自然礫が混在した。サンプルの同定結果では、

輝石安山岩・細粒砂岩・粗粒砂岩・珪質頁岩が認められた。

Ｂ　竪穴状遺構

・１号竪穴状遺構（図４３、写真８６～８８）

調査区南端部、Ｇ・Ｈ９区東半部に位置する。北西壁際はイモ穴状の長方形の掘り込みによって一部

を破壊され、南側は埋設管の掘り方によって破壊されている。西側には２号竪穴状遺構が僅かに切り合

うが、新旧関係は明らかにできなかった。遺構確認面はⅣ層上面である。平面形は方形ないし長方形を

呈すると推定され、東北東―西南西方向の上端で５.１

ｍ、深さ４０㎝程を測る。覆土は、細粒・やや軟質な

黒色土ないし黒褐色土を主体とする自然堆積であっ

た。南西壁はなだらかに立ち上がり、床面との境界

ラインは極めて不明瞭である。床面には若干の起伏

があり、北東隅部付近に縄文時代の石皿（３００９）を

含む加熱痕跡のある礫の集中がみられた。この部分

は若干窪んでいたが、焼土や灰は認められなかった。

また、周辺部には硬化面が認められた。

遺物は少なく、集中して出土した礫を除いて覆土中からの出土であった。２１８２と２１８３は縄文土器片

である。ともに摩耗が著しい。２１８２は節の大きなＬＲ単節縄文が施文され、胎土に繊維を含む。２１８３

は１条の隆帯が垂下し、その両側は太く浅い沈線となり、さらに斜位の条線が施されている。２１８２は前

期黒浜式、２１８３は中期加曽利Ｅ式に比定される。２１８４は壷形土器口縁部の破片である。口唇部を欠く。

内面口唇部側に細かなＬＲ単節縄文帯が巡らされ、その下端はＳ字状結節文で区画されている。Ｓ字状結

節文の上には径４㎜程の円形浮文が１㎝程の間隔で貼付されている。弥生時代後期後半に比定される。

写真８６ １・２号竪穴状遺構（北北西より）

写真８７ １号竪穴状遺構（北北西より） 写真８８ １号竪穴状遺構遺物出土状況（西より）
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２１８５は須恵器甕ないし壺型土器の頸部破片である。２１８６は陶器灯明皿の体部破片である。内面には全

面に褐色釉が認められる。底部外面は回転糸切り痕が残されている。３００８は石皿の破片である。裏面に

は径１～２㎝の窪みが複数認められ、表面は剥離している。残存部の長さ１８㎝、幅８.５㎝、厚さ７.５㎝、重

量１,１０４.２ｇを測る。石質は多孔質含かんらん石輝石安山岩である。３００９は、含黒雲母軽石製の砥石と考

えられる。表面に擦痕が認められる。長さ５.４㎝、幅４.９㎝、厚さ２.２㎝、２２.９ｇを測る。

大半の出土遺物は混入品とみられる。本址の所産時期は２１８６の灯明皿の時期に近いものと考えられ、

江戸時代に比定しておきたい。性格については、不明である。

・２号竪穴状遺構（図４３、写真８６・８９・９０）

Ｇ９・１０区に位置する。西側は埋設管等の存在により、調査不能であった。また、本址は確認調査時

の１Ｔにより東側２ｍが底面付近まで掘り抜かれている。平面長方形を呈するものと推定され、長軸は

東北東―西南西方向に向ける。長軸方向は調査部分で上端４.３ｍ、下端３.１ｍ、短軸方向は城田４.２ｍ、下

端３.０ｍ、Ⅳ層上面からの深さ７５㎝を測る。覆土は軟質な黒色土を主体とする自然堆積土であった。底面

はほぼ平坦で、なんらの施設も認められなかった。その標高は２.６４ｍを測り、調査中５～１０㎝程の滯水

をみた。壁はやや外傾して直線的に立ち上がり、底面との境界ラインは比較的明瞭であった。上部はさ

らに大きく外傾して立ち上がる。

遺物は、北隅部壁際の上部でほぼ完形のかわらけ１点が出土した以外は、覆土中より少量検出された

図４３ １・２号竪穴状遺構出土遺物実測図
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だけであった。１０８０が北隅部壁際から出土したかわらけで、口径１２.３㎝、底径８.２㎝、器高３.０㎝を測る。

口縁部外面および内面はヨコナデ、体部外面は指頭による横位のナデが加えられている。底部外面には

回転糸切り痕とスノコ痕が認められる。焼成は普通で、胎土には微量の白色海綿体骨針を含む。

２１８７は灰釉陶器 の口縁部破片である。２１８８は緑釉陶器段皿の体部破片で、内面下端に段が認めら

れる。以上は平安時代に属する混入品である。２１８９は陶器短頸壷の口縁部から肩部にかけての破片であ

る。口縁部は玉縁状をなし、口唇部は内側に肥厚する。外面頸部との境界に段を有する。肩部は水平に

近く張っている。外面全面と頸部内面に暗褐色釉が施されている。器面調整はナデによっている。

本址の所産時期は、１０８０と２１８９により１４～１５世紀代に比定されよう。性格は不明である。

・３号竪穴状遺構（図４８、写真９１）

Ｄ９区南西部に位置する。墓地の調査の過程で確

認された。９～１１・１６号墓が重複し、いずれよりも

本址が旧い。遺構確認面はⅣ層上面である。南北３.５５

ｍ、東西３.３ｍのほぼ方形を呈する。深さは約２０㎝を

測り、覆土は軟質で粘性に乏しい黒色土であった。

床面はほぼ平坦で、床面施設は伴わない。壁は緩や

かに外傾して立ち上がる。

図示し得る出土遺物は皆無である。覆土と墓の切

り合い関係より、中世の所産と推定される。性格に

ついては不明である。

Ｃ　道路状遺構

・１号道路状遺構（写真９２）

Ｄ８区東端部に位置する。走行は南南東―北北西方向を示す。南側は調査区外に及んでおり、北側は

後世の掘り込みよって破壊されている。長さ約３ｍが遺存するに過ぎない。上端の幅は２.３ｍ、深さ１５

㎝を測り、全体として浅い溝状を呈する。覆土はⅡ層相当の細粒・軟質な黒色土であった。なお、北側

撹乱部の対岸には１.２ｍの幅で周辺よりも硬化した面が検出された。

写真８９ ２号竪穴状遺構（南西より） 写真９０ ２号竪穴状遺構遺物出土状況（南より）

写真９１ ３号竪穴状遺構（北北西より）
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本址には、少なくとも２段階の硬化面が認められた。幅広く存在する硬化面の東側には、幅３０㎝、深

さ８㎝程の一段低い溝状をなす部分があり、幅広の硬化面を切っていることが観察された。

出土遺物は皆無であった。覆土から中世ないし近世の所産になるものと考えられる。

Ｄ　井戸状遺構

・１号井戸状遺構（図４４・４５、写真９３）

Ｃ７区東端部付近に位置する。東側至近には１８号墓が存在する。東半部は、撹乱により上部約３０㎝が

失われている。遺構確認面はⅣ層上面である。平面形は比較的整った隅円方形を呈し、上端で一辺１.５５

ｍ、下端で１.２５×１.３０ｍを測り、南北がやや短い。深さは１.０ｍあり、底面はシルト岩層に達していた。

覆土は、細粒・軟質の黒色土を主体とする自然堆積

土である。壁は若干外傾して立ち上がり、底面との境

界ラインは比較的明瞭であった。底面は、中央部が緩

やかに窪んでおり、その標高は１.９８ｍである。底面付

近の地層の境目から湧水が見られ、調査中１５㎝以上の

滯水が確認された。

遺物は、覆土中層から下層にかけて陶器やかわらけ

の破片が検出された。底面のほぼ直上では、自然礫が

多く出土した。１０８１～１０８３は陶器甕の口縁部破片の復

原図である。１０８１の口唇部は上下に拡張され、頸部が

長い。内外面とも褐色釉が施釉されている。１０８２は口

唇部が上方に引き出され、肩部はナデ肩状を呈する。

生地は暗灰褐色を呈し、口縁部内面および外面には灰

釉が見られる。１０８３は口径４１.７㎝に復原される大型品

で、口頸部のつくりが厚い。頸部は短く、肩が張る形

状を示す。灰黒色を呈する。これらはいずれも焼成は

良好である。１０８１は常滑焼、１０８２は瀬戸・美濃系、

１０８３は渥美焼であろう。１０８４は口径９.８㎝に復原され

写真９２ １号道路状遺構・６号土坑（北北西より） 写真９３ １号井戸状遺構遺物出土状況（北北西より）

図４４ １号井戸状遺構実測図（Ｓ=１/６０）
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る青磁小皿である。生地は暗灰色を呈し、内面から外面体部に施釉されている。底部外面は生地のまま

で、施釉は浸け掛けによったものとみられる。見込みにはヘラと櫛歯状工具による文様が描かれている。

焼成は良好である。１０８５と１０８６はかわらけである。１０８５は南半部の覆土から破片で出土し、ほぼ完形

に復原されたたものである。口径１２.６㎝、底径９.０㎝、器高３.５㎝を測る。底部外面には明瞭な回転糸切り

痕が認められる。１０８６は約１/２の破片で、接合する破片は確認できなかった。淡灰黄褐色を呈し、焼成

図４５ １号井戸状遺構出土遺物実測図
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はやや軟質である。底部外面には顕著なスノコ痕と僅かな回転糸切り痕が認められる。２１９０は甕形土器

口縁部の破片である。内外面ともハケ目調整が施されているが、口縁部外面には横方向のナデが加えら

れている。色調は明褐色を呈し、焼成は良好である。胎土には白色海綿体骨針を含む。２１９１と２１９２は

常滑焼とみられる大型甕形土器の破片である。２１９１は頸基部から肩部にかけての破片で、内外面ともナ

デ調整が施され、内面は輪積みの痕跡が残されている。素地は内外面とも褐色を呈し、肩部外面には灰

釉が見られる。２１９２は胴部破片で、外面はナデ調整、内面は横位のヘラ削り調整が施されている。外面

には斜線を組み合わせた方形のスタンプ文が認められる。素地は内外面とも淡褐色を呈する。焼成はと

もに良好である。

坑底直上に集中して出土した礫は、１６点のサンプルについて石質同定を実施した。結果は、砂岩４

点、珪化流紋岩・珪化安山岩各２点、珪化岩（安山岩？）・輝石安山岩・変質安山岩・砂岩ホルンフェ

ルス・ひん岩・凝灰岩・輝緑岩・石英斑岩各１点であった。これらの礫には、若干のかわらけや陶器破

片が混在していた。出土状況から敷き詰められていたものとするよりも、投棄されたものと考えたい。

本址の所産時期は、出土遺物から１４世紀前半を中心とする時期に比定されるものと思われる。性格に

ついては、湧水が見られた点から井戸と考えたが、深さの点から疑問も残している。

Ｅ　土坑

・９号土坑（図４６、写真９４・９５）

Ｂ８区東端部の基礎枠内で検出された。南側上部

は撹乱により破壊されている。確認面はⅣ層上面で

ある。南側に近接して２号溝状遺構が存在する。不

整円形を呈し、他の遺構が重複している可能性もあ

る。上端の径１.７５㎝前後、深さ３５㎝程を測る。覆土

はⅡ層相当の軟質な黒褐色土を主体とする自然堆積

土であった。

出土遺物は、かわらけ若干と軽石１点がある。こ

れらは覆土上部から検出された。かわらけは１０９０を

除き、いずれも口径が１０㎝未満の比較的小型品が主

体をなす。１０８７と２１９３は口縁部のつくりがやや厚く、

１０８８は薄い。１０８７と２１９０の底部は丸味があり、ナ

デ調整が施されている。２１９０の底部には重ね焼の痕

跡が見られる。１０８８と２１９３の底部は回転糸切り後ナ

デが加えられ、１０８８にはスノコ痕が見られる。１０８９

は回転糸切り放しである。法量は、１０８７が口径８.３

㎝、底径７.１㎝、器高２.３㎝、１０８８が口径９.５㎝、底径

６.８㎝、器高１.１㎝、１０８９が口径８.４㎝、底径６.２㎝、器

高１.５㎝、１０９０が口径１０.３㎝、底径４.９㎝、器高２.１㎝、写真９５ ９号土坑遺物出土状況（北西より）

写真９４ ９号土坑（南より）
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２１９３が底径６.８㎝、１.６㎝を測る。１０８７～１０９０の胎土には微量の白色海綿体骨針が含まれている。

３０１０は不定形を呈する軽石で、一部を欠いている。擦痕が認められるところから砥石と推定される。長さ

３.９㎝、幅２.１㎝、厚さ１.１㎝、重量３.７ｇを測る。

本址の所産時期は、出土遺物から１４～１５世紀頃と考えられる。性格は不明である。

・１０号土坑（図４６、写真９６）

Ｂ７区の南東部の基礎枠内に位置する。５号溝状遺構の覆土を掘り込んでいる。遺構確認面はⅣ層上

面であった。平面形は隅円長方形を呈し、長軸方向ほぼ南北に向けている。北側を旧校舎の基礎掘り方

により破壊されている。長軸上端１.２ｍ、短軸上端０.９２ｍ、深さ１５㎝程を測る。遺存状況は良くない。覆

土はⅡ層相当の軟質な黒褐色土であった。

出土遺物は僅少であった。１０９１は小型精製鉢形土器で、全体の３/５程度の破片である。口径１０㎝前後

に復原される。内外面とも丁寧なミガキが施されている。２１９４は陶器甕ないし壺の胴部破片である。色

調は暗灰褐色を呈し、焼成は良好である。外面には全面に褐色釉が見られる。器面の調整は内外面とも

ナデによっている。胎土には微細な白色海綿体骨針が少量含まれる。１０９１は古墳時代前期に比定される

混入品である。

・１１号土坑（図４６、写真９７）

Ｂ７区の南東隅部の基礎枠内に位置する。５号溝状遺構の一部を切って掘り込まれている。北０.６ｍの

至近に１０号土坑が存在する。遺構確認面はⅣ層上面である。平面形は比較的端正な隅円長方形を呈し、

長軸方向は北東―南西を指向する。長軸上端で１.７ｍ、短軸上端で１.２ｍ、深さ深さ約５０㎝を測る。覆土

はⅡ層相当の軟質な黒褐色土であった。

１０号土坑同様、出土遺物は僅少であった。２１９５は縄文土器片である。摩耗著しく、地文の有無も判別

図４６ ９～１１号土坑出土遺物実測図



－68－

しがたい。連弧状の沈線が認められ、胎土には繊維が含まれている。前期諸磯ａ式に比定されよう。

２１９６はＳ字状口縁台付甕の頸基部から肩部にかけての破片である。淡褐色を呈し、焼成は良好である。

胎土は緻密で、細かな金雲母を混入する。２１９７は陶器甕の胴部破片である。外面には一部であるがスタ

ンプ文が認められる。内外面ともナデ調整が施されているが、内面は成形時の指頭痕が明瞭に残されて

いる。色調は暗灰褐色を呈し、焼成は良好である。胎土には、細礫の混入が目立つ。

本址は、形態や位置関係等から１０号土坑と同類の遺構と考えられる。所産時期は、陶器破片の混入が

見られるところから中・近世に属するものと考えられる。墓の可能性があるが、断定できない。

・１２号土坑（図４７、写真９８）

Ｂ６区東端部の基礎枠内で検出された。東側は基

礎枠下に及んでいる。遺構確認面はⅣ層上面である。

長軸を東北東―西南西方向に向けるやや不整な隅円

長方形を呈する。調査可能部分の長軸長約２ｍ、短

軸上端長１.４５ｍ、深さ２５㎝程を測る。南東部は掘り

過ぎている。覆土はⅡ層相当の黒褐色土であった。

出土遺物は少なく、２点のみ図示可能であった。

２１９８は須恵器高台付坏の底部破片である。高台は欠

損している。底部外面は回転ヘラ削り後、ナデ調整

が加えられている。調整技法と形態から奈良時代前

半に位置づけられる。２１９９は陶器甕の胴部破片である。内外面ともナデ調整が施され、内面には僅かに

指頭痕が残されている。色調は暗灰色を呈し、外面には褐色釉が見られる。焼成は良好で、胎土には細

礫を多含する 。

覆土等から中・近世に属するものと考えられるが、その性格は明らかでない。

・１３号土坑（図２９・４７、写真９９）

Ｂ２区北端部の基礎枠内、Ⅳ層上面で検出された。長軸の北西側が基礎枠の下に位置するため、全掘

できなかった。南東側に近接して７号溝状遺構と３号土坑が存在する。不整楕円形を呈し、長軸長推定

写真９６ １０号土坑（北より） 写真９７ １１号土坑（北より）

写真９８ １２号土坑（北西より）
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１.１ｍ、短軸０.７ｍ、深さ２０㎝程を測る。覆土はⅡ層

相当の軟質黒褐色土である。

出土遺物は、ほぼ完形のかわらけ２点をはじめ若

干検出されている。１０９２～１０９４はかわらけで、口径

が１２㎝前後のものと７㎝程の２者が存在する。１０９２

は明褐色を呈し、他の２点は灰黄褐色を呈する。

１０９２はナデ調整が丁寧で、つくりが厚い割には焼成

も良好である。底部外面はいずれも回転糸切り痕が

残されている。１０９２はスノコ痕が顕著である。これ

らの胎土には微量の白色海綿体骨針が含まれている。

２２００は陶器鉢の口縁部から体部上半にかけての破片である。口唇部の断面は凹んでいる。口縁部外面

から内面はヨコナデ、体部外面は不定方向のナデ調整が施されている。色調は灰褐色を呈し、焼成は普

通である。内面には焼成時に灰を被っている。４０１９は完形の管状土錘である。棗玉形を呈し、長さ

３.５㎝、最大径１.６㎝、重量９.８ｇを測る。混入品であろう。

出土遺物から１４～１５世紀の所産と考えられるが、性格については明らかでない。

・１４号土坑（写真１００）

Ｃ６区ほぼ中央部に位置する。北側は解体校舎の基礎工事により破壊されている。遺構確認面はⅣ層

上面であったが、掘り込みは５㎝程度で極めて浅い。本来の掘り込み面は、より上層に存在したと思わ

れる。長軸が北西―南東を指向する楕円形を呈する。長軸遺存長１.７５ｍ、短軸長０.８ｍを測る。覆土はⅡ

層相当のやや明るい軟質な黒褐色土であった。

出土遺物は皆無であり、所産時期・性格については明らかでない、中世以降の墓である可能性が高い。

写真９９ １３号土坑（南東より）

図４７ １２・１３号土坑出土遺物実測図
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・１５号土坑（写真１０１）

Ｃ７区中央やや北西寄りに位置する。北西隅部は解体校舎の基礎工事により破壊されている。遺構確

認面はⅣ層上面であった。本址は確認調査１１Ｔで検出されていたものである。長軸がほぼ南北方向を指

向し、平面形が比較的整った隅円長方形を呈する。長軸上端１.５６ｍ、短軸上端１.０６ｍ、深さ１５㎝程を測

る。覆土はⅡ層相当の軟質な黒褐色土であった。小ピットが重複する。新旧関係は不明である。

出土遺物は皆無であった。所産時期・性格については、中世以降の墓である可能性が考えられる。

Ｆ　墓・火葬址（図４８～５５、写真１０２～１２８、表２～４）

墓および火葬址は、Ｄ・Ｅ８・９区の調査区境付近に集中して存在し、調査区外にも広がりを見せて

いる。また、Ｄ８区東端部に位置する１号道路状遺構の北東側にも散在する。１号道路状遺構と切り合

う墓はなく、１号道路状遺構と墓地とは有機的な関連があるものと推定される。

墓は、明確な墓壙を伴うものと不明確なものが存在する。不明確なものは、壙底がⅣ層に達していな

いもので、一定程度のまとまりをもって検出された人骨をもって「墓」とせざるを得なかった。中には、

明らかに複数個体が認められるものに同一番号を付している例が生じている。なお、Ⅰ層中や周辺の撹

乱土中にも相当数の人骨片が含まれていた。

副葬品はかわらけと銭を主体としていた。銭は銹着しているものが多く認められ、重ねて袋等に入れ

られていたことを物語る。６号墓の覆土最上部で、小型銅鏡１点が検出されている点が特筆されるが、

伴うものであるか確証に欠ける。

「火葬址」としたものは、墓が集中する西側縁辺部で３基検出されている。いずれも底面あるいは壁

面が直接火熱を受けた痕跡があるものではないが、覆土中に火葬骨片や木炭を伴うものを火葬址として

「墓」と区別することとした。３基のうち２基の火葬址に、炭化した「おにぎり」が伴っていたことは

注目される。うち、１号火葬址のものには４枚の銭が含まれていた。３号火葬址のものは未確認である。

墓地全般の特徴としては、板碑や石塔類、火葬蔵骨器などが１点も見られなかった点があげられる。

遺跡全体としては、中世陶器の甕や壺の破片は出土しているが、墓地部分ではほとんど出土していない。

この現象は、被葬者集団の階層性を物語るものである可能性が高い。

以上については、個別の説明を省き、表４（８５頁）によることとしたい。

写真１００ １４号土坑（北西より） 写真１０１ １５号土坑（東より）
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図４８ 墓群実測図（Ｓ=１/６０）

写真１０２ 墓地近景１（南西より） 写真１０３ 墓地近景２（南西より）
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写真１０４ １号墓（北西より） 写真１０５ ２～４号墓・１号火葬址（南西より）

写真１０６ ５号墓（南より） 写真１０７ ６号墓・２号火葬址（南西より）

写真１０８ ７号墓（西より） 写真１０９ ８号墓（東より）

写真１１０ ９号墓人骨・遺物出土状況（南西より） 写真１１１ ９号墓人骨出土状況（南より）
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写真１１２ １０号墓人骨出土状況（北東より） 写真１１３ １１号墓（西より）

図４９ ９号墓実測図（Ｓ=１/２０）
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写真１１４ １２号墓（南より） 写真１１５ １３号墓（北より）

写真１１６ １４号墓人骨出土状況（西より） 写真１１７ １５号墓人骨出土状況（西より）

図５０ １８号墓実測図（Ｓ=１/２０）
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写真１１８ １５号墓発掘状況（西より） 写真１１９ １６号墓（西より）

写真１２０ １７号墓（北より） 写真１２１ １８号墓上層遺物出土状態（東より）

写真１２２ １８号墓人骨出土状況（南東より） 写真１２３ １号火葬址（南より）

写真１２４ ２号火葬址（南南西より） 写真１２５ ３号火葬址（北西より）
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出土遺物のうち、銭等の金属製品については一括して図化し、表３にまとめた。表４とあわせて参照

されたい。表３-３には包含層出土の銭をまとめた。土器類については本文中で個別に説明を加える。

１号墓出土遺物 ３０１１は軽石製砥石と推定される。長さ４.６５㎝、幅２.８㎝、厚さ１.５６㎝、重量３.１ｇを測る。

一部に擦痕が認められる。覆土中の出土で、混入品とみられる。

３号墓出土遺物 １０９５はかわらけである。口径１０㎝、底径６.８㎝、器高２.８㎝を測る。見込み外周は指頭

により強くナデが施され、窪んでいる。底部外面には回転糸切り痕とスノコ痕が見られる。淡褐色を呈

し、焼成は普通である。胎土には少量の白色海綿体骨針が混入する。

４号墓出土遺物 １０９６はかわらけで、口縁部から底部にかけての１/５程度の破片である。底部外面には

回転糸切り痕が認められる。淡褐色を呈し、焼成はやや軟質である。

５号墓出土遺物 １０９７～１０９９はかわらけで、まとまって出土した。いずれも小型ないし中型品である。

１０９７は口径８.６㎝、底径５.５㎝、器高２.８㎝、１０９８は口径８.５㎝、底径４.９㎝、器高２.５㎝を測る。１０９９は口

径１０.０㎝、底径６.５㎝、器高２.９㎝を測る。つくりが厚く、底部外面には回転糸切り痕が見られる。いずれ

も胎土に少量の白色海綿体骨針が混入する。淡褐色ないし橙褐色を呈し、焼成は良好である。

図５１ １・３～６号墓出土遺物実測図
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６号墓出土遺物 １１００～１１０３はかわらけで、１１０２と１１０３は、口縁部の一部を欠くがほぼ完形品である。

底部外面にはいずれも回転糸切り痕が認められ、１１０２と１１０３はナデが加えられている。１１００と１１０１は

口径１１㎝前後を測る中型品で、色調は淡灰褐色を呈する。焼成は普通である。１１０２と１１０３は口径約９

㎝の小型品である。いずれも明褐色を呈し、焼成は良好である。１１０３の調整は丁寧である。１１００～１１０３

の胎土には白色海綿体骨針が混入し、１１０３には顕著である。２２０１は縄文土器口縁部の破片である。口

唇部の内側に面を有する。補修孔が穿たれている。摩耗が著しく、文

様が定かでないが、補修孔に直下に横位の沈線が巡らされ、その上部

に斜位の条痕が認められる。胎土には繊維がふくまれており、早期後

半の条痕文土器群の仲間であろう。２２０２は平瓦の破片である。側縁は

断面逆「くの字」に２段階のヘラ削りにより面取りされている。二次

的な火熱を受けており、表面がハゼている。５０３８は素文の小型銅鏡で、

遺構確認面に相当する覆土最上部から出土した（表３-１）。

図５２ ９・１１・１３・１５・１８号墓出土遺物実測図

写真１２６ 小型銅鏡（５０３８）
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９号墓出土遺物 １１０４は灰釉陶器長頸壷の口縁部である。口径１２.８㎝を測る。内外面に灰釉が施釉され

ている。胎土は緻密で、焼成も良好である。

１１号墓出土遺物 １１０５はかわらけである。南側調査区境から出土した。約６０％が遺存する。口径９.４㎝、

底径６.５㎝、器高２.８㎝を測る。見込み外周は指ナデにより窪んでいる。底部外面には、回転糸切り痕と

スノコ痕が見られる。淡灰褐色を呈し、焼成は普通である。胎土には微量の白色海綿体骨針が混入する。

１３号墓出土遺物 １１０６～１１１２はかわらけである。１１１２のみ半欠品で、他はほぼ完形品である。いずれ

も壙底より浮いた位置で出土した。口径はすべて１０㎝以下で、９.０～９.６㎝の間にある。１１１０と１１１１の２

点が９.０㎝、１１０８が９.５㎝、その他は９.６㎝を測る。１１０６と１１０９は、底径も６.６㎝と等しい。１１０６と１１０９は

全体のつくりが薄く、１１１２は厚い。１１０７・１１０８・１１１０・１１１１は、口縁部に対する底部のつくりが厚

い。１１１０は特に顕著である。底部外面にはいずれも回転糸切り痕が認められ、１１０８と１１１１にはナデが

加えられている。胎土にはいずれも白色海綿体骨針が含まれる。

１５号墓出土遺物 １１１３は小型手づくねのかわらけである。口径７.２㎝、底径約４㎝、器高１.６㎝を測る。

口縁部が外反し、底部には丸味がある。腰部外面には指頭痕が認められる。ナデによる丁寧な調整が施

されている。暗灰黄褐色を呈し、焼成は良好である。胎土は緻密で、白色海綿体骨針が含まれる。

１８号墓出土遺物 １１１４～１１１６はかわらけ、３０１２は縄文時代の石鏃である。１１１４と１１１６は遺構確認時

に検出されたもので、１１１６は被葬者頭上に位置していた。１１１５は南西隅部付近の壙底で、２点に割れ

た状態で出土した。いずれも底部のつくりが厚い。底部外面には回転糸切り痕が見られる。１１１４が口径

１４.６㎝、底径９.４㎝、器高４.５㎝、１１１５が口径１０.６㎝、底径６.５㎝、器高２.６㎝、１１１６が口径１０.６㎝、底径

６.７㎝、器高２.８㎝を測る。いずれの胎土にも白色海綿体骨針が含まれ、焼成は良好である。３０１２は長さ

２.８㎝、幅１.６㎝、厚さ０.５㎝、重量１.０ｇを測る流紋岩

製の有茎石鏃である。混入品と見られる。

１号火葬址出土遺物 １１１７・１１１８はともに関係のか

わらけである。１１１７は口径１２.０㎝、底径７.７㎝、器高

３.４㎝を測り、底部と体部のつくりが厚い。口唇部が

僅かに外反する。暗灰褐色を呈し、焼成は普通であ

る。全体にススけている。１１１８は口径１０.４㎝、底径

７.６㎝、器高２.８㎝を測り、底部に対して体部のつく

写真１２７ １号火葬址出土の炭化おにぎり 図５３ １～３号火葬址出土遺物実測図
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りが厚い。灰褐色を呈し、焼成は良好である。いずれも底部外面に回転糸切り痕が認められるが、１１１８

にはナデが加えられている。胎土にはともに微量の白色海綿体骨針が混入する。

なお、炭化おにぎりは覆土上部で検出され、調査中に破損したため、内部に銭４枚が確認された。

２号火葬址出土遺物 ３点のかわらけを図示したが、遺構の遺存状況が良くないため、本址に伴うもの

か不確実な面もある。いずれも破片の状態で出土した。１１１９は口径１１.０㎝、底径７.０㎝、器高２.９㎝、１１２０

は口径１０.６㎝、底径５.４㎝、器高３.４㎝と復元され、ともに口唇部が外反する。１１２１は口径６.４㎝、底径５.８

㎝、器高１.４㎝と復元される。小型で、体部は直立し、器壁が厚い。１１１９と１１２１の胎土には白色海綿体

骨針が含まれ、１１２１は多い。底部外面は３点とも回転糸切り後にナデ調整が加えられている。

３号火葬址出土遺物 １１２２は口径６.８㎝、底径５.０㎝、

器高１.８㎝を測るかわらけである。体部および口縁部

内外面ヨコナデ、見込みは指頭ナデ、底部外面は回

転糸切り痕とスノコ痕が見られる。胎土には微量の

白色海綿体骨針が含まれ、焼成は良好である。

炭化おにぎりは、南端部付近の覆土上層から出土

した。不整楕円形を呈し、長さ９.９㎝、幅７.１㎝、厚さ

５.１㎝、乾燥した状態での重量６４.７ｇを測る。収納後、

乾燥の進行により縁辺部の一部が割れて２片となっ

ている。Ｘ線等による内部の確認は実施していない。

銭が含まれている可能性は残されている。

出土人骨について

墓群出土の人骨は、そのすべてについて同定を実施していない。本報告では、遺存状態が比較的良好

な３例について、性別・推定年齢にターゲットとした同定結果のみを報告しておきたい。なお、１０号墓

については、遺構確認時に全身骨格出土地点から検出された２個体の頭蓋骨も含めて同定を依頼した。

写真１２８ ３号火葬址出土の炭化おにぎり

表２　杉田東漸寺貝塚中世～近代墓出土人骨の同定結果

出土遺構 

９号墓 １個体 男性 ３０～３５ 

女性 

不明 

２０～３０ 

３０～４０ 

女性 ３０～４０ 

同定試料 同　定　部　位 性別 年齢（歳） 特　記　事　項 

頭蓋、下顎骨、上腕骨、尺骨、橈骨、
鎖骨、肩甲骨、椎骨、肋骨、寛骨、大
腿骨、脛骨、腓骨、足骨 

１０号墓 個体№１ 

１０号墓 個体№２ 

頭蓋、下顎骨、上腕骨、尺骨、橈骨、
椎骨、肋骨、寛骨、仙骨、大腿骨、脛
骨、腓骨、足骨 

 
頭蓋、下顎骨 

１８号墓 １個体 

頭蓋、下顎骨、舌骨、上腕骨、尺骨、
橈骨、手骨、鎖骨、肩甲骨、椎骨、肋
骨、寛骨、仙骨、大腿骨、脛骨、腓骨、
足骨 

歯はすべて揃っており、咬耗は象牙質に至ら
ない。 

歯の咬耗は象牙質に至らない。頭蓋、下顎骨
は表土除去作業時に出土。 

頭蓋、下顎骨は表土除去作業時に個体№１付
近で出土。上顎骨と下顎骨とが重複し、個体
№１と別個体と判断できた。歯からみた年齢
は、個体№１の全身骨よりも高かったため、
これとは別個体である。歯の咬耗は、象牙質
が点状に露出した程度である。 

下顎骨の歯槽はすべて閉鎖していた。上顎骨
の歯は、左犬歯、左第一小臼歯、左第一大臼
歯が残っていたが、すべての歯の隣接面に齲
蝕を認めた。 

【聖マリアンナ医科大学解剖学教室　平田和明氏・長岡朋人氏の報告に基づいて作成】
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表３-１　杉田東漸寺出土銭等一覧表

５００１ 

５００２ 

５００３ 

５００４ 

５００５ 

５００６ 

５００７ 

５００８ 

５００９ 

５０１０ 

５０１１ 

５０１２ 

５０１３ 

５０１４ 

５０１５ 

５０１６ 

５０１７ 

５０１８ 

５０１９ 

５０２０ 

５０２１ 

５０２２ 

５０２３ 

５０２４ 

５０２５ 

５０２６ 

５０２７ 

５０２８ 

５０２９ 

５０３０ 

５０３１ 

５０３２ 

５０３３ 

５０３４ 

５０３５ 

５０３６ 

５０３７ 

５０３８ 

５０３９ 

５０４０ 

５０４１ 

５０４２ 

５０４３ 

５０４４ 

１号墓 

１号墓 

１号墓 

１号墓 

１号墓 

１号墓 

２号墓 

２号墓 

２号墓 

２号墓 

２号墓 

２号墓 

３号墓 

３号墓 

３号墓 

３号墓 

３号墓 

３号墓 

４号墓 

４号墓 

４号墓 

４号墓 

４号墓 

４号墓 

４号墓 

５号墓 

５号墓 

５号墓 

５号墓 

５号墓 

５号墓 

６号墓 

６号墓 

６号墓 

６号墓 

６号墓 

６号墓 

６号墓 

８号墓 

８号墓 

８号墓 

８号墓 

８号墓 

８号墓 

 

淳熈元宝 

淳熈元宝 

淳熈元宝 

淳熈元宝 

淳熈元宝？ 

淳熈元宝 

熈寧元宝 

□□元□ 

□□□□ 

熈寧？元宝 

天□元宝 

皇宋通宝 

□□□宝 

紹？聖元宝 

開元通宝 

紹聖元宝 

淳熈元宝 

淳熈元宝 

大観通宝 

開元通宝 

開元通宝 

開元通宝 

永楽通宝 

開元通宝 

永楽通宝 

□元通宝 

□元通宝 

祥符通宝 

景徳元宝 

開元通宝 

開元通宝 

永楽通宝 

永楽通宝 

政和通宝 

聖宋元宝 

永楽通宝 

永楽通宝 

小形銅鏡 

永楽通宝 

永楽通宝 

永楽通宝 

永楽通宝 

永楽通宝 

永楽通宝 

５００１～５００３が表裏同一方向に銹着。 

５００１～５００３が表裏同一方向に銹着。 

５００１～５００３が表裏同一方向に銹着。 

 

５００５・５００６が表裏同一方向に銹着。 

５００５・５００６が表裏同一方向に銹着。 

５００７～５０１２点が銹着。裏面を外側に向ける。 

５００７と表裏同一方向に銹着。 

５００８表面同士が銹着。 

５００９と表裏同一方向に銹着。 

５００９・５０１０と表裏同一方向に銹着。 

５００９～５０１１と表裏同一方向に銹着。裏面外側に向ける。 

 

５０１４～５０１８が銹着。裏面を表側に銹着。 

５０１４と表面同士が銹着。 

５０１５と表裏同一方向に銹着。 

５０１５・５０１６と表裏同一方向に銹着。 

５０１５～５０１７と表裏同一方向に銹着。裏面外側。 

 

３点に割れ、一部欠損。 

残欠。 

５０２２～５０２５が銹着。表面を外側に向ける。 

５０２２と表裏同一方向に銹着。 

５０２２・５０２３と表裏同一方向に銹着。 

５０２２～５０２４と表裏同一方向に銹着。 

５０２７と銹着。表面を外側に向ける。 

５０２６と表裏同一方向に銹着。裏面を外側に向ける。 

５０２９～５０３１と銹着。表面を外側に向ける。 

５０２８と表裏同一方向に銹着。 

５０２９と裏面同士が銹着。 

５０３０と表面同士が銹着。 

 

５０３３～５０３５が銹着。表面を外側に向ける。 

 

５０３４と裏面同士が銹着。 

 

 

鏡面は凸面をなす。紐部分の厚み４.６２５㎜。 

５０４０～５０４４が銹着。表面を外側に向ける。縁辺厚い。 

５０３９と表裏同一方向に銹着。 

５０４０と裏面同士が銹着。 

５０４１と表面同士が銹着。 

５０４０・５０４１と表裏同一方向に銹着。 

５０４３と裏面同士が銹着。表面を外側に向ける。 

３ 

３.３ 

２ 

３ 

３ 

２.８ 

２.６ 

２.９ 

３.３ 

３.１ 

３.４ 

２.７ 

３.２ 

２.５ 

３.４ 

２.７ 

３.５ 

３.３ 

３.１ 

２.６ 

０.５ 

３.１ 

４.９ 

２.９ 

３.６ 

３.２ 

３.３ 

２.５ 

３.１ 

３.９ 

２.４ 

２.５ 

３.６ 

３.７ 

２.９ 

３.８ 

２.７ 

９.３ 

４.２ 

２.９ 

２.８ 

３.１ 

３.８ 

３.１ 

２.３５ 

２.４ 

２.２１ 

２.３８ 

２.４１ 

２.３６ 

２.３７ 

２.４１ 

２.３４ 

２.５ 

２.４３ 

２.４５ 

２.４３ 

２.４５ 

２.４６ 

２.３３ 

２.４１ 

２.３８ 

２.３８ 

 

 

２.４１ 

２.５５ 

２.４９ 

２.４７ 

３.４ 

２.３５ 

２.４９ 

２.３８ 

２.３３ 

２.３１ 

２.４２ 

３.４９ 

２.４６ 

２.３９ 

２.４５ 

２.４５ 

３.２ 

２.４４ 

２.４９ 

２.５ 

２.４７ 

２.５１ 

２.４２ 

１.２ 

１.２ 

１ 

１.１ 

１.１５ 

１.１５ 

１.２５ 

１.２ 

１.２ 

１.３５ 

１.１ 

１.３ 

１.３ 

１ 

１.２ 

１.２５ 

１.３ 

１.３５ 

１.５５ 

１.１ 

１.３５ 

１.４５ 

１.７ 

１.３ 

１.４ 

１.１５ 

１.３ 

１ 

１.１５ 

１.６ 

１.０５ 

１.１ 

１.２ 

１.５５ 

１.３５ 

１.２ 

１.２ 

１.７５ 

１.８ 

１.１５ 

１.０５ 

１.０５ 

１.３５ 

１.２５ 

番号 出土遺構等 種　類 

大きさ 

備　　　考 重量 
（ｇ） 

径 
（㎝） 

縁辺厚み 
（㎜） 
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図５４ 墓群出土銭等拓影図１（Ｓ=１/２）
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表３-２　杉田東漸寺出土銭等一覧表

５０４５ 

５０４６ 

５０４７ 

５０４８ 

５０４９ 

５０５０ 

５０５１ 

５０５２ 

５０５３ 

５０５４ 

５０５５ 

５０５６ 

５０５７ 

５０５８ 

５０５９ 

５０６０ 

５０６１ 

５０６２ 

５０６３ 

５０６４ 

５０６５ 

５０６６  

５０６７ 

５０６８ 

５０６９ 

５０７０ 

５０７１ 

５０７２ 

５０７３ 

５０７４  

５０７５ 

５０７６ 

５０７７ 

５０７８ 

５０７９ 

５０８０  

５０８１ 

５０８２ 

５０８３ 

５０８４ 

５０８５ 

５０８６ 

９号墓 

９号墓棺内 

９号墓棺外 

９号墓棺外 

９号墓棺外 

９号墓棺外 

９号墓棺外 

９号墓棺外 

９号墓棺外 

９号墓棺外 

９号墓棺外 

９号墓棺外 

９号墓棺外 

９号墓棺外 

１１号墓 

１１号墓 

１１号墓 

１１号墓 

１１号墓 

１１号墓 

１１号墓 

１３号墓  

１３号墓 

１３号墓 

１３号墓 

１３号墓 

１３号墓 

１６号墓 

１６号墓 

１６号墓  

１８号墓 

１８号墓 

１８号墓 

１８号墓 

１８号墓 

１８号墓  

１号火葬址 

１号火葬址 

１号火葬址 

１号火葬址 

１号火葬址 

１号火葬址 

寛永通宝 

近代 

寛永通宝 

寛永通宝 

寛永通宝 

寛永通宝 

寛永通宝 

寛永通宝 

寛永通宝 

寛永通宝 

寛永通宝 

寛永通宝 

寛永通宝 

鉄銭 

祥符元宝 

永楽通宝 

永楽通宝 

永楽通宝 

永楽通宝 

永楽通宝 

永楽通宝 

景祐元宝  

□符□□ 

景徳元宝 

宋元通宝 

熈寧元宝 

熈寧元宝 

永楽通宝 

開元通宝 

□□（聖宋？） 
元宝 

淳熈元宝 

開元通宝 

開元通宝 

淳元通宝 

開元通宝 

□□元□  

正隆元宝 

聖宋元宝 

元豊通宝 

至和元宝 

開元□（欠）宝 

至和元宝 

裏面に「文」。 

布が付着。 

 

 

 

５０５１と裏面同士が銹着。 

５０５０と裏面同士が銹着。 

５０５３～５０５７と銹着。表面を外側に向ける。 

５０５２と裏面同士が銹着。 

５０５３と表裏同一方向に銹着。 

５０５４と裏面同士が銹着。 

５０５５と裏面同士が銹着。 

５０５６と表面同士が銹着。 

腐食著しい。 

混入？ 

 

 

５０６３～５０６５と銹着。裏面を外側に向けて銹着。 

５０６２と表裏同一方向に銹着。 

５０６２・５０６３と表裏同一方向に銹着。 

５０６４と表面同士が銹着。 

５０６７～５０７１が銹着。紐が通されていた形跡あり。裏面を外側 
に向けて銹着。布が付着。 

５０６６と表裏同一方向に銹着。 

５０６７と表面同士が銹着。 

５０６８と裏面同士が銹着。径１.５㎜の孔あり。 

５０６９と表裏同一方向に銹着。表面に布付着。 

５０７０と表面同士が銹着。 

５０７３・５０７４と銹着。表面を外側に向けて銹着。 

５０７２と表裏同一方向に銹着。 

５０７３と裏面同士が銹着。  

５０７６～５０８０と銹着。表面を外側に向けて銹着。 

５０７５と表裏同一方向に銹着。 

５０７５・５０７６と表裏同一方向に銹着。 

５０７７と裏面同士が銹着。 

５０７８と表裏同一方向に銹着。 

５０７９と表面同士が銹着。裏面を外側に向けて銹着。表面に布 
付着。 

破損し、銹着している。 

 

炭化おにぎり内検出。 

炭化おにぎり内検出。 

炭化おにぎり内検出。一部欠。 

炭化おにぎり内検出。 

３.８ 

２.６ 

３.７ 

２.５ 

２.２ 

２.４ 

２ 

２.９ 

２.６ 

３.２ 

３ 

３.１ 

３ 

３.８ 

２.４ 

３.１ 

３.５ 

３.４ 

３.９ 

２.６ 

３.３ 

３.６  

２.９ 

３.３ 

３.１ 

３.９ 

３.１ 

３.５ 

３.１ 

３.４  

２.６ 

２.５ 

３.２ 

２.９ 

３.８ 

３.２  

２.６ 

３.２ 

３.３ 

３.６ 

２.１ 

４.０ 

２.５３ 

１.８２ 

２.４５ 

２.３７ 

２.２４ 

２.２７ 

２.１５ 

２.３９ 

２.３１ 

２.４５ 

２.３８ 

２.４ 

２.４８ 

 

２.５ 

２.４６ 

２.４９ 

２.５ 

２.４７ 

２.４５ 

２.４７ 

２.５１  

２.４７ 

２.３９ 

２.４５ 

２.３６ 

２.３１ 

２.４８ 

２.５５ 

２.３８  

２.４１ 

２.４６ 

２.５１ 

２.３９ 

２.５２ 

２.３８  

２.５ 

２.４７ 

２.３６ 

２.３５ 

２.５ 

２.４６ 

１.２５ 

１.５５ 

１.２５ 

０.９ 

１.０５ 

０.９５ 

０.９ 

１.１５ 

１.０５ 

１.３ 

１.１５ 

１.１５ 

１.０５ 

 

１.１５ 

１.０５ 

１.１ 

１.１５ 

１ 

１.２ 

１.３５ 

１.２  

１.０５ 

１.２ 

１.０５ 

１.３５ 

１.３ 

１.３ 

１.２ 

１.３  

１.２ 

１ 

１.１ 

１.１５ 

１.４５ 

１.３５  

１.５５ 

１.２ 

１.１５ 

１.３５ 

１.３ 

１.３５ 

番号 出土遺構等 種　類 

大きさ 

備　　　考 重量 
（ｇ） 

径 
（㎝） 

縁辺厚み 
（㎜） 
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図５５ 墓群出土銭等拓影図２（Ｓ=１/２）
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図５６ 包含層出土銭拓影図（Ｓ=１/２）

表３-３　杉田東漸寺出土銭等一覧表

５０８７ 

５０８８ 

５０８９ 

５０９０ 

５０９１ 

５０９２ 

５０９３ 

５０９４ 

５０９５ 

５０９６ 

５０９７ 

５０９８ 

５０９９ 

５１００ 

５１０１ 

５１０２  

５１０３ 

５１０４ 

５１０５ 

５１０６ 

５１０７ 

５１０８ 

Ｅ９ａ１ 

Ｅ９撹乱 

Ｅ８ｂ４・Ｅ９ｂ１撹乱 

Ｅ８ｂ４・Ｅ９ｂ１撹乱 

Ｅ８ｂ４・Ｅ９ｂ１撹乱 

Ｅ８ｂ４・Ｅ９ｂ１撹乱 

Ｅ８ｂ４・Ｅ９ｂ１撹乱 

Ｅ８ａ４ 

Ｅ８ｂ４ 

Ｅ８ａ･ｂ４撹乱 

Ｅ８ｄ３･４ 

Ｄ９ｄ１ 

Ｄ９ｄ１ 

Ｄ９ａ･ｂ１撹乱 

Ｄ９ａ･ｂ１撹乱 

Ｄ９ａ･ｂ１撹乱  

Ｄ９ａ･ｂ１撹乱 

Ｄ９ａ･ｂ１撹乱 

Ｄ９ａ･ｂ１撹乱 

Ｄ９ａ･ｂ１撹乱 

Ｄ９ａ･ｂ１撹乱 

Ｄ８ｃ３･４ 

寛永通宝 

寛永通宝 

□□元□ 

寛永通宝 

寛永通宝 

紹□元宝 

寛永□（欠）宝 

寛永通宝 

寛永通宝 

寛永通宝 

天聖元宝 

元豊通宝 

熈寧元宝？ 

寛永通宝 

寛永通宝 

寛永通宝  

 

 

 

 

 

永楽通宝 

 

 

遺存状態悪い。 

裏面に「文」。歪む。 

 

歪みあり。 

歪みあり。 

５０９５と裏面同士が銹着。表面を外側に向けて銹着。 

５０９４と裏面同士が銹着。 

表面側が膨らむ。 

 

５０９９と銹着。表面を外側に向けて銹着。 

５０９８と銹着。表裏同一方向に銹着。一部に亀裂。 

５１０１と表面同士が銹着。裏面に「文」。裏面側膨らむ。 

５１００と表面同士が銹着。 

５１０３～５１０７が銹着。表面を外側に向けて銹着。遺存状態悪く、 
剥離困難。以下５１０７まで拓影図なし。 

遺存状態悪く、剥離困難。寛永通宝？ 

遺存状態悪く、剥離困難。寛永通宝？ 

遺存状態悪く、剥離困難。寛永通宝？ 

遺存状態悪く、剥離困難。寛永通宝？ 

遺存状態悪く、剥離困難。裏面を外側に向けて銹着。寛永通宝？ 

 

２.５ 

３.５ 

３ 

３.７ 

３.６ 

２.７ 

２.２ 

２.９ 

３.２ 

４ 

２.９ 

２.８ 

２.７ 

４ 

３.２ 
 

 

 

 

 

 

 

２.８ 

２.３８ 

２.４２ 

２.３６ 

２.５２ 

２.４７ 

２.３５ 

 

２.４９ 

２.４９ 

２.６８ 

２.４５ 

２.４６ 

２.３７ 

２.５４ 

２.５１ 
 

 

 

 

 

 

 

２.５６ 

１ 

１.１ 

１.０５ 

１.５５ 

１.４ 

１.２ 

１.０５ 

１.１５ 

１.３５ 

１.７５ 

１.１５ 

１.１５ 

１.３ 

１.８５ 

１.７５ 

 
 

 

 

 

 

 

１.１５ 

番号 出土遺構等 種　類 

大きさ 

備　　　考 重量 
（ｇ） 

径 
（㎝） 

縁辺厚み 
（㎜） 
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表４　中世～近代墓一覧表

 
０.１６＋ 
 
 

０.１３ 
 

 
０.２３ 
 

 
０.２９＋ 
 

 
０.２２＋ 
 

 
０.２８＋ 
 

０.２１＋ 
 

－ 

 
 

０.３９ 
 
 
 

－ 

 

０.１１ 
 
 

 
０.０８ 
 

 
０.２９ 
 

０.１９ 

０.３６ 

０.２３ 
 
０.９０ 

 
０.３８ 
 

 

０.３８ 
 
 

０.２７＋ 
 

０.２４ 

 
０.７３ 
 

 
０.８６＋ 
 

 
０.６３＋ 
 

 
０.３４＋ 
 

 
１.０６＋ 
 

 
０.９９＋ 
 

７.８０＋ 
 

－ 

 
 

０.９５ 
 
 
 

－ 

 

１.０８ 
 
 

 
０.９１＋ 
 

 
０.９３＋ 
 

０.５７ 

０.９２ 

０.６２＋ 
 

０.３７＋ 

 
１.０２ 
 

 

１.１２＋ 
 
 

０.２３＋ 
 

１.０６ 

 
０.８７＋ 
 

 
１.２５＋ 
 

 
０.７３ 
 

 
０.５７＋ 
 

 
１.５３ 
 

 
１.１６＋ 
 

１.００＋ 
 

－ 

 
 

１.０８ 
 
 
 

－ 

 

１.３５＋ 
 

 
 
１.４６＋ 
 

 
１.１１ 
 

０.６７ 

１.１２ 

１.７５ 
 

０.８９ 
 

１.１０＋ 
 

 

１.２６＋ 
 

 

０.９５＋ 
 

１.２６ 

 
楕円形 
 

 
不整円形 

 
 
不整円形？ 
 

 
不整円形？ 

 
 
不整楕円形 
 

 
不整円形 
 

不整円形？ 
 
？ 

 
 

不整方形 
 
 
 

? 

 

楕円形 
 

 
 
楕円形 
 

 
不整楕円形 
 

不整円形 

不整円形 

不整円形？ 
 
不整円形？ 

 
隅丸方形 
 

 

不整円形 
 
 

円形？ 
 

不整楕円形 

 
中世 

 
 
中世 
 

 
中世 
 

 
中世 
 

 
中世 
 

 
中世 
 

中世 
 
中世 

 
 

近・現代 
 
 
 

中世 

 

中世 
 
 

 
中世 
 

 
中世 
 

中世 

中世 

中世 
 
中世 

 
中世 
 

 

中世 
 
 

中世 
 
中世 

 
Ｅ-８ 
 

 
Ｅ-８ 
 

 
Ｅ-８ 
 

 
Ｅ-８ 
 

 
Ｅ-８･９ 
 

 
Ｅ-８･９ 
 

Ｅ-８ 
 
Ｅ-８ 

 
 

Ｅ-８･９ 
 
 
 

Ｄ-８･９ 

 

Ｄ-８ 
 
 

 
Ｄ-８ 
 

 
Ｄ-８ 
 

Ｄ-８･９ 

Ｅ-８ 

Ｄ-８ 
 
Ｄ-７ 

 
Ｃ-７ 

 
 

Ｅ-８･９ 
 
 

Ｅ-９ 
 
Ｄ-９ 

 
１号墓 

 

 
２号墓 

 

 
３号墓 

 

 
４号墓 

 

 
５号墓 

 

 
６号墓 

 

７号墓 
 

８号墓 

 
 

９号墓 
 
 
 

１０号墓 

 

１１号墓 
 
 

 
１２号墓 

 

 
１３号墓 

 

１４号墓 

１５号墓 

１６号墓 
 

１７号墓 

 
１８号墓 

 

 

１号火葬址 
 
 

２号火葬址 
 

３号火葬址 

歯のみ遺存。淳熈元宝２点など銭６枚。うち３点と２
点がそれぞれ銹着する。北東側が調査区外に及び、全
体は不明確。 

銹着する銭６枚。北東側が調査区外であり他の墓壙
と切り合うため、全体は不明確。３号・４号墓より
新。　　　　　　 

人骨片、かわらけ１点、銭６枚。うち５点が銹着す
る。北東側が調査区外であり、他の墓壙に切られて
いるため、全体は不明確。２号・５号墓より旧。 

かわらけ１点、大観通宝１点、永楽通宝１点、開元
通宝１点など銭６枚。うち４点が銹着する。２号墓
に切られているため、全体は不明確。 

歯、かわらけ３点、銭６枚。うち４点と２点がそれ
ぞれ銹着する。北側が調査区外であり、１号火葬址
に切られているため全体は不明確。３号墓より新。 

人骨片、かわらけ４点、永楽通宝３点など銭６枚。
うち３点が銹着する。覆土上部より小型銅鏡。北東
側が調査区外であるため全体は不明確。 

人骨片（頭蓋骨等）。南東側が調査区外であるため
全体は不明確。墓壙不明瞭。 

人骨。永楽通宝２点など銹着する銭６枚。墓壙不明。

両腕を大腿の下にする仰臥屈葬人骨。釘の出土状況
により、一辺６０㎝程の棺の存在を推定。棺内にボ
タン５点、明治時代以降の銭１点・棺外に寛永通宝
１点。また覆土一括として銭１２枚。うち６点と２
点がそれぞれ銹着。陶器壺片など出土。南側を撹乱
によって切られている。 

仰臥伸展人骨。墓壙不明。頭蓋骨遺構確認時出土。 

頭蓋骨含む人骨片。かわらけ１点。永楽通宝２点、
祥符元宝１点など銭７枚。うち４枚が銹着する。南
側が調査区外であるため、全体は不明確。１２号墓
より新。 

頭蓋骨含む人骨片。南側が調査区外に及び、１１号
墓に切られているため、全体は不明確。３号墓竪穴
状遺構の覆土中に営まれている。 

頭蓋骨含む人骨片。かわらけ７点、銹着する銭６
枚。銭に布が付着している。南西部が撹乱に切ら
れている。 

人骨片。 

人骨片。 

永楽通宝１点、開元通宝１点など銭３枚。東側が調
査区外であるため、全体は不明確。 

人骨片。５０％以上撹乱により破壊。 

左を下にする側臥屈葬人骨。かわらけ３点、銹着す
る銭６枚。南側が撹乱によって切られており全体は
不明確。 

焼骨片、かわらけ２点、銭２枚、炭化おにぎり（銭 
４枚入り・元豊通宝含む）。５号墓等に切られてい
るため、全体の規模は不明瞭。４号墓より旧。５号
墓より新。 

焼骨片。かわらけ１点。６号墓に切られているため、
全体は不明確。 

焼骨片、かわらけ片１点、炭化おにぎり出土。 

遺構番号 位置 時　　　期 
平面形 

墓　　　　壙 

長軸長 短軸長 深さ 

規　模（m） 備　　　考 



－86－

Ｇ　その他

・単独出土の合わせ口かわらけ（図５７、写真１２９）

Ｃ５区ｃ３グリッドに位置する。確認調査１２Ｔ東壁に接し、Ｉ～Ｋ貝

層付近、２号落ち込み上部にあたる。検出層位はⅡｂ層に相当する黒

色土中であった。１１２４を身とし、１１２３を蓋としていた。掘り方は確

認されず、内部からは何も発見されなかった。

１１２４・１１２３と

も器壁が比較的均

一で、腰部に丸味

がある。底部外面

には回転糸切り痕

とスノコ痕が見ら

れる。いずれも淡

橙褐色を呈し、焼

成は普通である。

胎土には少量の白

色海綿体骨針が含

まれている。法量は、１１２３が口径１３.２㎝、底径７.８㎝、器高３.０㎝、１１２４が口径１３.４㎝、底径８.６㎝、器高

３.２５㎝である。

第４項　ピットおよび包含層出土の遺物（図５８～６４）

ピット群は調査区のほぼ全面に展開するが、遺跡の遺存状況が悪いことと相俟って一定のまとまり、

あるいは組み合わせを把握することが困難であった。ここでは、ほぼ調査を進めた順に従って配列し、

ピットについては、遺物が出土したものについて大調査区単位に通し番号を付し、遺構全体図に示した。

２２０３は陶器甕ないし壺の胴下部から底部にかけての破片である。暗灰褐色を呈し、焼成は良好であ

る。胴部は内外面ともナデ調整が施されている。内面には指頭圧痕とみられる凹凸が残されている。Ｇ

９区ピット１出土。１１２５は緑釉陶器高台付 の底部破片である。内外面とも暗黄緑色釉が施釉され、焼

成は良好である。高台端部径７.８㎝、高７ｍｍを測り、付け高台である。Ｇ９区ピット２出土。

２２０４は土師器 の口縁部から底部にかけての破片である。口縁部外面および内面はヨコナデ、体部外

面ナデ、底部外面は不定方向のヘラ削り調整が施されている。奈良時代前半に比定される。Ｃ９区ピッ

ト１出土。

２２０５は土師器甕形土器口縁部の破片である。つくりが厚く、内外面とも横方向のナデが施されてい

る。明灰褐色を呈し、焼成は良好である。胎土には砂粒を多く含む。相模型に属し、奈良時代前半に比

定される。Ｃ８区ピット１出土。

２２０６と２２０７は壷形土器の肩部破片である。外面および頸部内面はハケ目調整、肩部内面はナデが施

写真１２９ 合わせ口かわらけ出土状態（北より） 図５７ 合わせ口かわらけ実測図
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されている。内面には輪積み痕が認められる。胎土は緻密で、焼成は良好である。２２０７は、甕形土器口

縁部破片である。いずれも口唇部に刻み目が施されている。器面の調整は、外面が斜め方向のハケ目後

横方向のナデ、内面が横方向のハケ目後横方向のナデである。Ｃ７区ピット１出土。２２０８はＣ７区ピッ

ト１とピット２から出土したものの接合資料で、甕形土器口縁部破片である。口唇部に刻み目が施され、

器面の調整は２２０７と同様である。

２２０９は壷形土器胴部破片である。外面はハケ目調整後、中位にはヘラによるナデが加えられている。

内面には僅かに輪積みの痕跡が残され、この接合部を境に指頭によるナデとヘラによるナデが施されて

図５８ ピット・包含層出土遺物１
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いる。Ｃ６区ピット１出土。２２１０は甕形土器の頸基部から肩部にかけての破片である。内外面ともナデ

調整が施され、外面頸基部には輪積み痕がのこされている。暗灰色を呈し、焼成は普通である。胎土に

は粗砂粒を多含する。Ｃ６区ピット２出土。

２２１１は小型壷形土器の肩部破片である。外面は斜め方向のハケ目後ヘラナデ、内面は丁寧なナデが施

されている。Ｄ５区ピット１出土。２２１３はかわらけの底部破片で、外面には回転糸切り痕とスノコ痕が

認められる。Ｄ５区ピット２出土。

２２１２は甕形土器口縁部の破片である。口唇部に刻み目が施され、器面調整は内外面ともナデによって

いる。焼成は良好であるが、外面肩部は剥離している。Ｃ５区ピット１出土。２２１３はかわらけ底部破片

である。外面には回転糸切り痕とスノコ痕が認められる。４０２０は管状土錘の残欠である。残存部の長さ

３.０㎝、外径１.３５㎝、重量３.４ｇを測る。２２１３と４０２０はＣ５区ピット２出土。

２２１４は陶器甕ないし壺の胴部破片である。内外面ともナデ調整が施されている。明褐色を呈し、焼成

は良好である。胎土には細礫がやや多く含まれる。Ｂ５区東半部ピット出土。２２１５は折返し口縁壷形土

器口頸部破片である。頸部外面は細かなハケ目後ミガキが加えられている。内面は丁寧なナデである。

胎土は緻密で、焼成は良好である。Ｂ５区ピット１出土。２２１６は陶器鉢の胴部破片と思われる。内外面

ともナデ調整が施される。外面は灰褐色を呈し、内面にはススが付着している。Ｂ５区ピット１出土。

図５９ 包含層出土遺物実測図２
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２２１７は甕形土器胴部の破片である。外面はハケ目後一部にナデが加えら、内面はヘラ削りが施されて

いる。焼成は良好である。Ｃ３区ピット１出土。

１１２６はかわらけで、１/３程度の破片である。口縁部内面は若干内彎する。腰部外面は強い指頭ナデに

より窪んでおり、底部外面には回転糸切り痕とスノコ痕を残す。口径１２.８㎝、底径６.２㎝、器高３.０㎝を測

る。Ｂ４区ｄ１グリッド出土。

１１２７はかわらけである。１/３程度の破片で、内面の一部にススが付着する。つくりが薄く、焼成は良

好である。底部外面には、回転糸切り痕が認められる。胎土は緻密で、白色海綿体骨針が混入する。口

径１３.２㎝、底径７.８㎝、器高３.５㎝を測る。Ｃ２区ピット１出土。

２２１８～２２２０は縄文土器片である。いずれも摩耗著しい。２２１８は早期後半に比定される。内外面に条

痕文が認められ、胎土には繊維が含まれる。２２１９は口縁部破片で、外面口唇直下に押引き文が巡らされ

ている。２２２０は波状口縁を呈する。口唇部は内側に肥厚し、内面片側には口唇部に沿う沈線が認められ

る。頂部口唇に円形刺突が施され、外面口唇直下には刻み目が施された１条の隆帯が巡らされている。

後期堀之内２式に比定される。２２２１は甕形土器口縁部破片である。口縁部は内外面ともハケ目調整後ナ

デが加えられ、肩部内面はヘラ削り調整が施されている。胎土には細礫をやや多く混入する。２２２２は須

恵器甕の胴部破片である。外面には平行叩き目が認められ、内面はヘラ削りが施されている。淡灰色を

呈し、焼成は良好で、胎土は緻密である。以上はＧ９区表土層出土。

１１２８は坩形土器約１/４の破片である。最大径は口縁部にあり、１１.２㎝を測る。外面口縁部から体部上

半は縦方向の丁寧なミガキ、下半部は横方向のナデ、内面はヘラナデ調整されている。外面と口縁部内

面には赤彩が施されている。胎土は緻密で、焼成も良好である。Ｆ９区表土層出土。

１１２９は、Ｅ９ｂ３区表土層から完形で出土したかわらけである。つくりがやや厚く、口縁部が若干外

反する。底部外面には回転糸切り痕が認められる。淡橙褐色を呈し、焼成は良好である。口径１０.０㎝、

底径６.８㎝、器高２.７㎝を測る。１１３０は欠番とする。

１１３１～１１３５は墓群西側の撹乱部から出土したかわらけで、本来墓に伴うものと推定される。１１３１は

体部が外傾して直線的に立ち上がり、つくりが厚い。底部外面には回転糸切り痕が認められる。胎土に

は白色海綿体骨針が含まれる。口径１１.０㎝、底径７.１㎝、器高３.１㎝を測る。１１３２は薄いつくりの小型品

で、底部中央に径５㎜程の焼成前穿孔が見られる。底部外面には明瞭な回転糸切り痕が認められる。口

径５.６㎝、底径３.７㎝、器高１.１㎝を測る。ともに焼成は良好である。以上は、Ｅ８ｂ４・Ｅ９ｂ１区出土。

１１３３は約１/５を欠く。口縁部・体部に対して底部のつくりが厚い。底部外面には回転糸切り痕とスノコ

痕が認められる。口径９.９㎝、底径６.５㎝、器高３.０㎝を測る。胎土は緻密で、少量の白色海綿体骨針を含

む。焼成は良好である。Ｅ８ｄ３･４区出土。１１３４は完形である。口縁部が僅かに内彎し、底部のつくり

が厚い。底部外面には回転糸切り痕とスノコ痕が認められる。口径１１.８㎝、底径８.３㎝、器高３.３㎝を測

る。胎土は緻密で、白色海綿体骨針を混入する。Ｅ９ａ･ｂ４区出土。１１３５も完形で出土した。口径７.０㎝、

底径５.９㎝、器高２.２㎝を測る。小型品であるが、つくり厚い。体部のナデ調整は丁寧で、胎土には白色

海綿体骨針が含まれる。焼成は良好である。口径７.０㎝、底径５.９㎝、器高２.２㎝を測る。Ｅ８ｂ４区出土。

２２２３はＳ字状口縁台付甕の口縁部破片である。胎土は緻密で、焼成は良好である。Ｅ８ａ３･４区出土。

２２２４は縄文土器片である。摩耗著しく、単節ＬＲ縄文が痕跡的に認められる。胎土に繊維が含まれ、
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前期黒浜式に比定される。Ｄ９区表土層出土。

１１３６～１１３８はＤ８区から出土した。６号土坑に伴うものが含まれている可能性がある。１１３６は甕形

土器上半部の破片である。外面はハケ目調整後横位のミガキが加えられている。内面はハケ目調整後横

位のナデが加えられている。色調は暗橙褐色を呈し、焼成は良好である。１１３７はＳ字状口縁台付甕の口

縁部から肩部にかけての約１/２破片である。口径１５.６㎝を測る。器壁薄く、肩部外面はハケ目、内面はナ

デ調整、口縁部内外面横位のナデ調整が施される。灰褐色を呈し、焼成は良好である。１１３８は小型器台

である。約１/３が遺存する。器受け部・脚部とも鉢形を呈する。口径７.０㎝、脚端部径９.８㎝、器高８.１㎝を

測り、最大径は脚端部にある。器受け部は内外面とも横位のナデ、脚部外面はハケ目後横位の丁寧なナ

デ、内面はハケ目調整が施される。色調は橙褐色を呈し、焼成は良好である。

１１３９は高坏坏部である。椀形を呈し、口径は１１.９㎝を測る。口縁部内外面とも横方向のナデ、体部は

縦ないし斜め方向のミガキ調整が施されている。胎土は緻密で、焼成も良好である。Ｄ８ｃ３区Ⅲ層出土。

１１４０は土師器坏である。口縁部外面および内面はヨコナデ、外面底・体部は不定方向のナデ調整が施

されている。口径は１４.０㎝と復原される。淡橙褐色を呈し、焼成は良好である。胎土に少量の白色海綿

図６０ 包含層出土遺物実測図３
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体骨針が含まれる。Ｄ８ａ･ｂ３区出土。

１１４１～１１４３はＤ８区表土層の出土である。１１４１はかわらけで、つくりが厚く、口縁部が僅かに外反

する。見込み外周は強いナデにより窪んでいる。底部外面には回転糸切り痕が認められる。口径１０.２㎝、

底径６.０㎝、器高２.８㎝を測る。胎土には少量の白色海綿体骨針が混入する。１１４２は小型壷形土器口縁部

の破片である。口径７.２㎝を測る。外面はハケ目調整後丁寧なミガキ、内面はヘラナデが施されている。

胎土は緻密で、焼成は良好である。１１４３は浅い椀状を呈する鉄釉の小皿である。つくりは薄く、口径

７.２㎝、底径３.４㎝、器高１.２㎝を測る。底部は回転ヘラ削りが施されている。近世に属するものであろう。

２２２５は縄文土器片である。摩耗著しく、痕跡的に単節ＬＲ縄文が認められる。胎土には繊維が含ま

れ、前期黒浜式に比定される。Ｃ８区表土層出土。

１１４４はかわらけである。口径７.４㎝、底径４.８㎝、器高２.１㎝を測る小型品で、見込み部に少量のススが

付着する。胎土に白色海綿体骨針を含み、焼成は良好である。Ｃ７区表土層出土。

２２２６は坩形土器の口縁部から胴部中位にかけての破片である。外面はハケ目調整の後口縁部のみヨコ

ナデが加えられている。内面は口縁部に横位のハケ目の痕跡が残され、胴部は丁寧なナデが施されてい

る。Ｃ７区表土層出土。

１１４５は完形のかわらけである。器壁のつくりは比較的均質である。口径１３.６㎝、底径１０.０㎝、器高

３.２㎝を測る。底部外面には回転糸切り痕とスノコ痕が認められる。胎土は緻密で、少量の白色海綿体

骨針を含む。焼成は良好である。Ｂ７区中央部表土層出土。

１１４６は１/３程度のかわらけである。口径に対して器高低い。底部外面には回転糸切り痕が認められる。

口径９.０㎝、底径６.６㎝、器高２.０㎝を測る。胎土は緻密で、焼成は良好である。Ｃ６区表土層出土。

２２２７は壷形土器の肩部破片である。外面には網目状文が見られ、無文部はミガキが施されている。内

面は丁寧なナデ調整が施される。弥生時代後期後半に比定される。Ｃ６ｄ１区出土。

１１４７は小型手捏ね土器の下半部である。円筒形を呈し、外面底部との境界部はヘラ削りが施されてい

る。底径２.２㎝、残存高２.２㎝を測る。１１４８は約１/２のかわらけである。口径６.４㎝、底径３.４㎝、器高１.６㎝

を測る。胎土は緻密で、焼成は良好である。これらはＢ６区東半部出土。

２２２８は須恵器坏の底部破片である。底部外面は回転ヘラ削りが施されている。暗青灰色を呈し、焼成

は良好である。胎土は緻密で、白色海綿体骨針を多含する。Ｂ６区東半部出土。

２２２９と２２３０は、Ｂ５区西半部表土層出土の折返し口縁壷形土器の口縁部破片である。口縁部外面に

は単節ＬＲとＲＬの羽状縄文が施され、棒状浮文が少なくとも３本貼付されている。下端には刻み目が

加えられている。頸部外面は細かなハケ目が残され、内面は丁寧なミガキ調整が施されている。内外面

ともに赤彩されている。２２３０は内外面細かなハケ目調整が施されているとも。口縁部外面には横方向の

ミガキ、内面にはナデが加えられている。胎土は緻密で、焼成は良好である。２２２９は弥生時代後期後

半、２２３０は古墳時代前期に比定される。

１１４９は高坏脚部である。外面は縦位のミガキによる調整の後、赤彩が施される。内面は横位のナデ調

整が施されている。胎土は緻密で、焼成は良好である。１１５０は約１/２が遺存するかわらけである。器壁

が比較的均一で、体部は内彎して立ち上がる。底部外面には回転糸切り痕とスノコ痕が認められる。胎

土は緻密で、少量の白色海綿体骨針を含む。焼成は良好である。２２３１は折返し口縁壷形土器の口縁部破
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片である。頸部外面は斜め方向の細かなハケ目が残され、口縁部および内面は横方向の細かなハケ目調

整後ナデが加えられている。２２３２は有段口縁壷形土器の口縁部破片である。口縁部下端の段はヘラ削り

によって作出されている。内外面とも丁寧なミガキ調整が施され、焼成は良好である。２２３３～２２３５は

甕形土器の口縁部破片である。２２３３の口唇部には刻み目が見られ、内外面ともナデ調整が施されてい

る。２２３４は口唇部に面を有し、内外面とも横位のハケ目調整が施されている。２２３３と２２３４の胎土には

粗砂を多含する。２２３５は小型台付甕の口縁部破片と思われる。外面にはススが付着し、やや粗いハケ目

と細かなハケ目が認められる。口縁部外面はヨコナデ、内面はナデが加えられている。内面には粗いハ

ケ目の痕跡が僅かに残る。２２３６は瓢壺の口縁部破片である。口唇部の内側に面を有する。内外面とも丁

寧なミガキ調整が施され、赤彩されている。胎土は緻密で、焼成も良好である。２２３７は高坏の口縁部破

片で、内面に複数の細い横位沈線と連弧状の沈線が交互に巡らされている。

以上はＣ５区出土で、１１５０は表土層、２２３１と２２３５はｄ４グリッドⅢ層からの出土、２２３４はｃ２グ

リッドⅢ層からの出土である。２２３１は弥生時代後期に比定され、１１５０を除くその他は古墳時代前期に

比定される。２２３６と２２３７は東海系に属するものである。

図６１ 包含層出土遺物実測図４
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２２３８はかわらけ口縁部破片で、内面に糸の圧痕が認められる。淡灰褐色を呈し、焼成は良好である。

Ｂ５区東半部Ⅲ層出土。

２２３９は無頸壺の口縁部から肩部の破片と思われる。摩耗やや著しい。外面口唇部直下に１条の沈線が

巡らされ、肩部にも同様の沈線が３条巡らされている。その下にも斜位の沈線が見られるが、全体の構

成は不明である。淡褐色を呈し、焼成は普通である。２２４０は有段口縁壷形土器の口頸部破片である。頸

基部の内外面に明瞭な稜を有する。内外面とも丁寧なミガキが施され、赤彩されている。胎土は緻密で、

焼成は良好である。２２４１は無形壷形土器口縁部から胴部下位にかけての破片である。口縁部は折返し風

のつくりで、下端外面に接合痕が見られる。肩部はなで肩状を呈する。口縁部は内外面ヨコナデ、胴部

は外面がハケ目後ヘラミガキ、内面がヘラ削り調整である。胴部内面に輪積み痕が認められる。褐色を

呈し、焼成は良好である。２２４２は土師器 形土器口縁部破片である。口縁部と体部の境界に明瞭な段を

有する。外面口縁部から内面にかけてがヨコナデ調整、体部外面ヘラ削り後ナデがが加えられている。

１１５１と１１５２はかわらけで、口径が大きい割に器壁のつくりが均一である。ともに胎土は緻密で、焼成

は良好である。胎土には白色海綿体骨針が含まれ、１１５２に顕著である。１１５１は口径１２.６㎝、底径８.０㎝、

器高３.０㎝、１１５２は口径１２.０㎝、底径５.６㎝、器高３.０㎝を測る。以上はＣ４区出土で、１１５１と１１５２はⅡ

層からの出土品である。２２４２はＣ４ｄ４区出土。

２２４３は須恵器甕胴部破片である。外面には平行叩き目が見られ、内面は丁寧なナデ調整により当て具

痕は残されていない。暗灰色を呈し、胎土は緻密である。焼成は良好で、外面には白斑が認められる。

Ｂ４区ｂ１グリッド出土。

１１５３は有段口縁壷形土器の口頸部である。内外面ともハケ目調整後丁寧なミガキが加えられ、赤彩が

施されている。胎土は緻密で、焼成は良好である。口径は１７.６㎝を測る。１１５４は甕形土器口縁部である。

外面にはススが付着する。内外面ともハケ目調整が施され、口縁部外面は横方向のナデが加えられてい

る。胎土は緻密で、焼成も良好である。口径は１４.２㎝を測る。１１５５は小型器台脚部である。円形の透し

孔が３孔穿たれている。外面は丁寧なミガキ調整で、赤彩が施されている。内面は横位のナデ調整が施

されている。脚端部径は９.６㎝と復原される。１１５６は小型器台脚部である。上部と裾部外面および内面

は横方向のナデ、外面中位は縦方向のミガキ調整で、外面には赤彩が施されている。端部径９.１㎝を測

る。２２４４は甕形土器口縁部破片である。肩部内面を除きハケ目調整が施されている。口縁部外面はナデ

が加えられ、ハケ目が消されている。肩部内面はナデ調整が施されている。焼成は良好で、胎土には砂

粒が多く含まれている。以上はＢ３区中央部の出土で、１１５３と１１５６はｃ３グリッドⅢ層、１１５４と１１５５は

表土層、２２４４はｃ２グリッドⅢ層である。

１１５７は小型手捏ね土器である。鉢形を呈し、約１/４が遺存する。内外面ともハケ目調整にナデが加え

られている。口径６.６㎝、底径２.４㎝、器高４.０㎝と復原される。胎土には粗砂をやや多く含み、焼成は良

好である。２２４５は甕形土器口縁部破片である。内外面ともハケ目調整が施され、内面にはミガキが加え

られている。暗赤褐色を呈し、焼成は良好である。Ｃ３区出土。

１１５８は土師器坏の破片である。盤状を呈し、口径・底径とも図より大きくなる。外面口縁部および内

面はヨコナデ、体部は横位のヘラ削り後ナデ、底部外面不定方向のヘラ削り後ナデ調整が施されている。

２２４６は甕形土器口縁部破片である。内外面ともハケ目調整が施されており、口縁部外面のみ斜め方向、
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その他は横方向である。灰褐色を呈し、焼成は良好である。以上の２点は、Ｂ３区表土出土。

２２４７はＳ字状口縁台付甕の肩部破片である。つくりが薄く、焼成は良好である。斜め方向のハケ目に

横位のハケ目が加えられている。Ｂ３区ｃ４グリッド出土。

２２４８はかわらけの破片で、口縁部から体部外面および内面はヨコナデ調整、底部外面には回転糸切り

痕が残る。Ｂ３区ｄ４グリッド出土。

１１５９は須恵器高台坏 の底部である。高台部径７.０㎝、高さ８.０㎝を測り、付け高台であろう。端部内

側は回転ナデにより面取りされている。外面底部中央には回転糸切り痕が残されている。暗灰褐色を呈

し、焼成は普通である。Ｂ２ｂ１区Ⅲ層出土破片とＢ２表土層出土破片の接合資料である。

２２４９は折返し口縁壷形土器口縁部破片で、口唇部を欠いている。口縁部外面には単節ＬＲ縄文が施文

され、内外面とも赤彩が施されている。Ｂ１・２区表土層出土。

２２５０は壷形土器底部破片である。底部外面には木葉痕が認められる。色調は淡灰褐色を呈し、焼成は

良好である。Ｃ２・３区出土。

２２５１は須恵器甕の胴部破片である。つくりが薄く、焼成は良好である。外面は平行叩き目、内面は丁

寧なナデが施されているが、僅かに細かな線の同心円当て具痕が観察される。Ｂ１・２区表土出土。

１１６０は甕形土器上半部である。最大径は胴部上位にある。内外面とも比較的丁寧なナデ調整が施され

ている。口径は１５.６５㎝と復原される。Ｄ３区Ⅲ層出土。

１１６１は小型器台脚部である。裾部でやや強く外反し、端部で僅かに内彎する。上位に小さな透し孔が

図６２ 包含層出土遺物実測図５
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穿たれている。外面は従位の細かなミガキ、内面は横位のナデ調整が施されている。端部の径は１０.８㎝

を測る。橙褐色を呈し、焼成は良好である。１１６２はかわらけである。器壁の厚さはほぼ均一で、底部外

面には回転糸切り痕とスノコ痕が認められる。口径８.１㎝、底径５.２５㎝、器高１.８㎝を測る。淡橙褐色を呈

し、焼成は良好である。以上はＤ４区出土。

１１６３は小型台坏甕脚台部である。外面はハケ目、内面はナデ調整が施される。端部の径は６.８㎝を測

る。１１６４は鉢形土器である。広口で、口縁部に最大径を有する。内外面ともハケ目調整後丁寧なミガキ

が加えられ、外面には赤彩が施されている。頸部内外面にハケ目の痕跡をとどめる。口径は１６.７㎝と復

原される。胎土は緻密で、焼成は良好である。１１６５は高坏脚部である。端部付近が若干内彎する。上部

に透し孔が３孔認められる。外面は縦方向のミガキ、内面は横方向のヘラナデが施されている。端部の

径は１０.４㎝と復原される。２２５２は甕形土器口縁部破片である。口唇部に面を有し、内外面ともハケ目調

整が施されている。つくりが薄く、焼成は良好である。以上はＤ５区出土で、１１６３・１１６５・２２５２がａ１

グリッド、１１６４がａ３グリッド出土である。

２２５３は甕形土器口縁部から肩部にかけての破片である。口縁部内面は内彎する。口縁部内外面および

肩部外面はハケ目調整、口縁部内外面はナデが加えられている。肩部内面はナデ調整で、指頭圧痕の凹

凸が見られる。焼成は良好で、胎土には細礫の混入がやや目立つ。２２５４はＳ字状口縁台付甕の肩部破片

図６３ 包含層出土遺物実測図６
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である。外面はやや粗いハケ目調整が施され、指頭によるとみられる横位の弱いナデが加えられている。

頸部は内外面ともヨコナデが施され、肩部内面には指頭痕が顕著である。淡灰褐色を呈し、焼成は良好

である。２２５５は小型の壷形土器口縁部破片と考えられる。口縁部は受け口状に立ち上がり、口唇部に刻

み目が施されている。内外面とも丁寧なナデ調整が施されている。色調は淡褐色を呈し、焼成は普通で

ある。胎土には粗砂をやや多く混入する。２２５６は土師器坏の口縁部から体部にかけての破片である。境

界部に稜が認められ、口縁部および内面はヨコナデ、体部外面はヘラ削りが施されている。焼成は良好

である。古墳時代後期に比定される。以上はＤ４区表土出土。

２２５７は須恵器 の底部破片である。体部下半は腰が張り、丸味が強い。底部外面には中央部に回転糸

切り痕が残り、周囲は回転ヘラ削りが施されている。暗青灰色を呈し、焼成は良好である。Ｄ４区出土。

２２５８は折返し口縁壷形土器口縁部破片である。口唇部および口縁部外面には単節ＬＲ縄文が施文さ

れ、刻み目を有する棒状浮文が貼付されている。口縁部下端には刻み目が施されている。頸部外面は縦

方向のミガキ、内面は丁寧なナデ調整が施されている。胎土には粗砂をやや多く含み、焼成は普通であ

る。Ｄ５区出土。

２２５９は灰釉陶器 の口縁部破片である。体部外面下部は無釉で、内面は口縁部のみ施釉されている。

浸け掛けであろう。胎土は緻密で、精選されている。焼成も良好である。２２６０は壺形土器肩部破片であ

る。網目状文が施文されている。焼成は普通で、胎土には粗砂の混入が目立つ。外面には僅かに赤彩の

痕跡をとどめている。２２６１は壷形土器口縁部の破片である。外面口縁部斜め方向のハケ目後横位ナデ調

整、肩部横方向のハケ目調整が施されている。内面は口縁部が横方向ハケ目後、同方向のミガキ、肩部

はナデ調整である。胎土は緻密で、白色海綿体骨針を少量含む。焼成は良好である。以上はＤ６区出土

で、２２５９と２２６１は表土層から出土したものである。

包含層出土の土製品については、図６４に示し、以下にまとめて記述する。

４０２１～４０２４はＧ９区表土層から出土したものである。４０２４は縄文時代の土器片錘で、他は中央部に

膨らみを有する管状土錘である。４０２１は両端を欠損する。残存部長４.３㎝、最大径１.３㎝、重量６.１ｇを測

る。４０２２は完形品である。長さ４.２㎝、最大径１.３㎝、重量７.１ｇを測る。胎土には白色海綿体骨針が含ま

れる。４０２３は一端を欠く。残存部長３.２㎝、最大径１.０㎝、重量２.４ｇを測る。４０２４は摩耗が著しい。隆帯

区画と内部に集合沈線が認められる。長さ５.９㎝、幅４.５㎝、厚さ１.０㎝、重量４５.３ｇを測る。中期加曽利Ｅ

式に比定される。

４０２５は管状土錘である。一端を僅かに欠く。中位に最大径を有する。残存部長３.５㎝、最大径１.１㎝、

重量２.９ｇを測る。Ｆ９区表土層出土。

４０２６は縄文時代の土器片錘である。無文で、全体の摩耗著しい。長さ６.０㎝、幅４.７㎝、厚さ１.１㎝、重

量４８.２ｇを測る。Ｆ９・１０区表土層出土。

４０２７と４０２８は球状土錘である。４０２７は１/３程度の残欠品で、径２.８㎝、重量１１.８ｇを測る。４０２８は焼成

がやや軟質で、表面がかなり剥離している。径３.４～３.６㎝、重量３０.８㎝を測る。４０２７はＥ８ｄ３･４区、

４０２８はＤ８区出土。

４０２９～４０３３はＣ５区から出土した土錘である。４０２９・４０３０・４０３３は筒形を呈し、４０３１・４０３２は

球状を呈するものである。４０２９・４０３０はともに半欠品で、４０２９が長さ３.９㎝、外径３.４㎝、重量３１.５ｇ、
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４０３０が長さ４.１㎝、外径４.６㎝、重量４７.７ｇを測る。４０３１・４０３２もともに欠損品である。４０３１は径３.５×

３.９㎝、重量２６.８ｇ、４０３２は４０３１は径３.１×３.２㎝、重量１４.２ｇを測る。４０３２のつくりはやや雑で、成形時

の皺が残されている。４０３３は残欠品で、詳細は明らかにできない。胎土に白色海綿体骨針の混入が顕著

である。４０２９はｃ４グリッドⅢ層、４０３２はｂ４グリッドⅢ層、４０３３はｂ３グリッドⅢ層の出土で、Ｋ貝層

ないし２号落ち込みに伴う可能性が高い。４０３０は表土層の出土である。

４０３４は球状土錘である。約１/３を欠く。表面には凹凸が認められ、表面の調整はやや雑である。径４.３×

４.４㎝、重量４５.４ｇを測る。Ｂ３ｄ３区Ⅲ層出土。

４０３５は筒形を呈する土錘の半欠品である。表面の調整は丁寧である。長さ６.１㎝、外径５.５㎝、重量８８

ｇを測る。胎土は緻密で、砂粒を多く含む。Ｂ５区東半部Ⅲ層出土。

４０３６は管状土錘である。端部の一部を欠くが、ほぼ完形品である。最大径は中位にあるが、円筒形に

近い。長さ６.１㎝、最大径３.０㎝、重量４０.４ｇを測る。Ｂ７・８区境界部付近表土層出土。

図６４ 包含層出土土製品実測図
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第４章　まとめ

平成１４・１５年度の２次にわたり、およそ１,５００㎡の発掘を実施した結果、古墳時代前期と中世を主体と

する遺構群が発見された。古墳時代前期の遺構群は、竪穴住居址１軒、溝状遺構６条、土坑７基、土器

集中出土地点１カ所、および貝層が大別３カ所である。中世の遺構群は、竪穴状遺構３基、溝状遺構３

条、道路状遺構１条、井戸状遺構２基、土坑７基、墓１８基（うち１基は近代）、火葬址３基である。こ

のほか、奈良・平安時代に属するものと推定される多量の炭化米を伴う土坑１基（８号土坑）などがあ

る。柱穴状の掘り込みは各地点で検出されたが、明確な組み合せを把握できるものはなかった。

出土遺物は、古墳時代前期と中世の土器群が主体をなすが、縄文時代早・前・中・後期の土器片・土

器片錘および石器類、後期弥生土器片、古墳時代後期～平安時代の土器片類が極少量ずつ検出された。

縄文時代の遺物は、いずれも摩耗が著しく、海水に洗われていたことを物語っている。古墳時代前期の

土器類以外の遺物では、土錘が目立つ。少量であるが獣魚骨や加工痕のある鹿角、ふいごの羽口と考え

られる土製品や鉄滓が出土した。中世の土器群の中には少量の青磁片が見られた。墓群関係の遺物では、

６号墓覆土最上部出土の小型銅製素文鏡が注意されるが、当該墓に伴う副葬品であるかは即断できない。

２基の火葬址から「炭化おにぎり」各１点が出土し、うち１号火葬址のものは内部に銭４枚が含まれて

いた。複数の銭が銹着した状態で検出される例が比較的多く認められたが、布袋等に入れて副えられた

もの以外に、おにぎりに握り込まれていたものが相当数存在したことを想像させる。また、本文中でも

ふれたとおり、寺域の墓地にありながら、板碑や石塔類・火葬蔵骨器が１点も発見されなかった点も注

意されるところである。

貝層は、Ⅲ層の混貝土層として存在し、堆積層の層厚はいずれも薄い。堆積土と出土遺物から形成時

期を古墳時代前期と判断した。一部、Ⅲ層中に盛り上がり、Ⅲ層に覆われる自然貝層が存在した。人為

的に形成された貝層に類似する状況であったが、砂層に含まれること、無遺物層であること、破砕貝層

に挟まれ、岩礁性の貝種がほとんど含まれないなどから、自然貝層と判断した。竪穴住居址は、占地場

所を除けば、その属性において通有のものと何ら変るところがないが、浜辺の作業施設であるとする考

え方も可能である。一方、それとは矛盾することにもなるが、３・４号溝を一体のものとして一辺１７～

１８ｍの方形周溝墓を想定することも可能であろう。これらについては、本遺跡の性格を究明していく上

で重要であるが、ここでは結論を留保し、今後の検討に俟ちたい。中世の遺構群については、当然のご

とく、東漸寺に関連するものと予想される。しかし、墓群と道路と溝等との相互の関連性も明確でない。

墓群は、道路の西側に密な分布を示し、東側は散在する傾向が窺える程度である。現状では、１号溝状

遺構と２号溝状遺構の性格はもとより、それらが一連のものであるかということすら不明である。

１９２８年の木造校舎の建築に始まり、その後の増改築に伴う基礎工事により遺構は削平され、あるいは

分断され、遺物は撹乱された。また、見学会の際、地域の方から先の太平洋戦争の時に防空壕が掘られ

たことを知らされた。撹乱として処理し、調査の対象としなかったが、３・４号溝および墓群周辺の大

きな撹乱に防空壕が含まれている可能性が高い。このような遺跡の遺存状況の中で、遺構の性格が明確

なものは、古墳時代前期の竪穴住居址と貝層、中世以降の墓および道路遺構のみである。今回の調査成

果は、非常に断片的なものであったが、海浜部の低地遺跡の一端を垣間見ることができたといえる。



調査終了時の遺跡　北東より杉田貝塚方面を望む

杉田東漸寺貝塚発掘調査報告

―横浜市立杉田小学校改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―

編　集　／　財団法人　横浜市ふるさと歴史財団

〒２２４―００３４ 横浜市都筑区勝田町７６０ ＴＥＬ０４５（５９３）２４０６

発　行　／　横浜市教育委員会

発行日　／　平成１６年３月３１日

印刷所　／　株式会社ナデック




	例言
	目次
	第１章　遺跡の位置と環境
	第２章　調査の経過
	第１節　既往の調査
	第２節　校舎改築に伴う調査

	第３章　発掘調査の結果
	第３節　確認調査の結果
	第４節　第２次本発掘調査の結果
	第１項　古墳時代前期の遺構と遺物
	Ａ　貝層と出土遺物
	Ｂ　竪穴住居址
	Ｃ　溝状遺構
	Ｄ　遺物集中出土地点
	Ｅ　土坑
	Ｆ　炉址
	Ｇ　落ち込み

	第２項　古墳時代後期～平安時代の遺構と遺物
	Ａ　柱穴列
	Ｂ　土坑

	第３項　中世以降に属する遺構と遺物
	Ａ　溝状遺構
	Ｂ　竪穴状遺構
	Ｃ　道路状遺構
	Ｄ　井戸状遺構
	Ｅ　土坑
	Ｆ　墓・火葬址
	Ｇ　その他

	第４項　ピットおよび包含層出土の遺物

	第１節　遺跡の基本層序
	第２節　第１次本発掘調査の結果

	第４章　まとめ
	抄録


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (ColorMatch RGB)
  /CalCMYKProfile (U.S. Sheetfed Uncoated v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages true
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth 8
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


